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１ はじめに

近江八幡，日野，五個荘，高島など，琵琶湖

周辺を出身とする近江商人は，近江を本拠地と

し他国稼ぎをすることで知られる。なかでも日

野商人は，楽市の奨励など商業保護に力を注い

だ日野城主，蒲生氏郷が，伊勢松坂，会津若松

へと転封された際，氏郷を慕い彼に追従し，そ

れらの地で商工業に携わったとされる。日野碗

や売薬の行商をする一方で，古着をはじめ上方

の商品を関東，東北に持ち下り，奥州の紅花な

どを仕入れて上方でさばく，いわゆる産物廻し

やのこぎり商法と呼ばれる商業活動を展開し

た１。元禄期には日野大當番仲間の商人組織を

形成するに至り，商業活動における相互扶助と

幕府による保護政策を活用し，また，日野商人

定宿を各街道に置いて，行商の安全と販路拡大

の礎を築いた。やがて頻繁に持ち下る商品の中

継所を関東に置いて一軒の店を構えるようにな

ると，そこを拠点として徐々に商域を広げ，酒

造および醤油醸造業を営む商人を多く輩出する

こととなった２。日野商人の研究といえば，中

井源左衛門家の研究があげられるが３，本稿で

は中井家に次いで規模が大きいと目される山中

兵右衛門家をとりあげる。

宝永元年（１７０４），後に兵右衛門を名乗る二

十歳の山中万吉は，日野椀二駄を元手に御殿場

地方へ行商の旅に出立した４。御殿場は鎌倉往

還，足柄街道，箱根道の交差する交通の要所で

ある。兵右衛門は享保３年（１７１８）に伊勢屋徳

兵衛の土地を借り，御殿場に
やまかのう

本店日野屋を

開店した５。これが山中兵右衛門家の創業であ

＊ 本稿を執筆するにあたり賀川隆行先生，阿部武司先
生から多大なご教示とご指導を賜りました。日野商
人山中兵右衛門家文書研究会では松元宏，宇佐美英
機，筒井正夫，青柳周一，佐々木哲也の諸先生方，
榑林一美，久岡道武，山口悠の皆様より貴重なご助
言を頂戴しました。大阪大学経済史・経営史研究会
では沢井実，友部謙一，�澤歩，中林真幸，神田さ
やこの諸先生方，高槻泰郎，結城武延の皆様から有
益なコメントを頂戴しました。日野町史編さん室，
御殿場市立図書館では山中兵右衛門家文書の閲覧利
用にあたり大変お世話になりました。ここに記して
感謝の意を表します。

† 大阪大学大学院経済学研究科資料室助手
e−mail : suzuki@econ.osaka−u.ac.jp

１ 日野商人および近江商人研究については『近江日野
町 志』（１９３０），菅 野 和 太 郎（１９４１），江 頭 恒 治
（１９５９）他多くの研究がある。近年の近江商人研究
については上村雅洋（２０００）参照。

２ たとえば行田に本店をおく鈴木忠右衛門家は，熊
谷，忍領長野，上州境，久喜，羽生，古河に店を
持った。野田六左衛門家は安中の板鼻本店の他に，
倉賀野河岸，高崎に店舗を持った。関東で酒造業，
醤油醸造業を営んだ日野商人の事例については，賀
川隆行（２００６）を参照。宇佐美英機（２００６a）は五個
荘商人や八幡商人と異なる日野商人の特徴として，
製造業の開業をあげている。

３ 小倉栄一郎（１９６２），江頭恒治（１９６５），宇佐美英機
（２００３）など参照。他に主な日野商人の研究として
正野玄三家の研究がある。近世期に関しては上村雅
洋（２００４），本村希代（２００４）など参照。

４『山中兵右衛門商店二百五十年史』上（１９７６），１７頁。
５ 山中家において御殿場 店も出店の一つに数えられ
るが，本稿では御殿場地方の最初の経営拠点とした
店とそれ以外の店を区別するため， 店を「本

店」，それ以外の四店を便宜的に総称して「出店」と
よぶことにする。なお，嘉永２年「家政取極之控」
（近江日野商人館所蔵）などでは，「本店」以外の店
は「外店」と称されている。本店の「店勘定細見
帳」は帳簿様式の点からみても出店とは異質であ
り，両者を区別することは経営実態の面からみても
有効と思われる。本店と出店の経営動向比較につい
ては今後の研究課題とする。
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る。その後，御殿場に
まるやま

店，小田原池上に
まるだい

店，伊豆南条に
まるふと

店，沼津上土に
いちかのう

店と出

店を構え，本店含め五店舗体制を築いて御殿場

地方の一大商家に成長する６。

近世から近代に至るまでの山中家の歴史的概

略を扱う先行研究に，松元宏および佐々木哲也

の論考がある。松元は，初代兵右衛門の創業か

ら昭和期に至るまでの山中家の歴史を，御殿場

地方における社会経済情勢の変化を踏まえなが

ら論じた７。佐々木哲也は各出店の開設経緯を

詳らかにし，本家および出店の帳簿類の現存状

況を紹介している８。

近世期における山中家の経営について論じた

先行研究として，まず，末永國紀の研究があげ

られる９。末永は本家主人，本店支配人による

家政改革に着目し，所有と経営の観点を含めて

これを検討した。一方，青柳周一は，主法金と

よばれる報奨金支給制度の導入を，文久期の山

中家における家政改革から明らかにした１０。賀

川隆行は本家と本店の資産内容の変化を検討

し，本家における糸の仕入れと売却，益金上

納，損失補填などを詳細に論じた１１。宇佐美英

機は奉公人請状の分析を通じ，奉公人の入店年

齢の幅の広さや，蒲生郡域よりも甲賀郡出身者

が多いといった特徴を指摘した１２。

このように山中家の経営動向を扱う先行研究

は，日野本家および御殿場 本店を対象とし

てきた。しかしながら，山中家全体の経営実態

を明らかにするためには，本店以外の出店経営

の解明が不可欠である。なぜなら，日野商人の

特徴は，主人は日野の本家に住み，手代は関東

をはじめとする遠隔地で店舗経営を担い，且

つ，多店舗経営を展開する点にあるからであ

る。山中家の研究においても，日野本家，御殿

場本店，その他の出店について，それぞれどの

ような経営を営み，有機的に連携していたかを

再現し，提示することが目指されるべきであ

り，そのことによって日野商人山中兵右衛門家

の全貌も明らかになる。つまり，本家，本店の

みならず，出店についても子細な検討が必要な

のである。そのためのアプローチは，第一に本

家，本店，出店，それぞれ個々の経営体として

の活動の内実，第二にそれらの共時的な相互の

連携，第三にその連携の通時的変化と発展を明

らかにすることである。

本稿では，山中家全体の経営実態を明らかに

するための端緒として，出店の経営活動に照明

を当てる１３。まず各出店の沿革を踏まえ，その

経営動向を把握するため，資本蓄積や収益の変

化を概観し，仕入れや販売商品の特質を分析す

る。そのうえで上述の分析を小田原店に焦点を

絞り，より詳細な検討を加える。作業手順とし

ては，第一に小田原店の経営実態を明らかにす

るため，同店の決算帳簿である「小田原店細見

勘定帳」の記載様式を把握し，次にその帳簿構

成の特徴を抽出する。第二に小田原店の経営動

向を探るため，まず，仕入れ，醸造，販売の推

移をみる。次に，特に主力商品である酒および

醤油に主眼をおき，それらの販売の推移と収支

の趨勢を検討する。第三に小田原店と本家，本

店とのあいだの資金の流れを検討する。そのた

めにまず，小田原店の資産負債勘定の推移を確

認する。次に，資産負債勘定に記載される元手

６ 近世期に事業の礎を築いた山中家は明治後期に大き
な飛躍を遂げるが，御殿場地方において，山中家の
経済規模が他を圧倒していることを，筒井正夫は御
殿場帳戸数割等級から指摘している（以下，筒井正
夫（２００６），表１，２７頁より抜粋）。

本店等級 課税額 御殿場酒店等級 課税額
明治２４年 １等 ８．００円 ８等 １．００円
明治４５年 特１ ５４．６５円 １等 ９．００円

（原拠「御厨町町会議書」）
７ 松元宏（２００６a）。なお，明治１９年２月改めの本店勘定
帳を紹介したものに松元宏（２００６b）がある。

８ 佐々木哲也（２００３），（２００６）。
９ 末永國紀（１９９７）。
１０ 青柳周一（２００６b）。
１１ 賀川隆行（２００５）。
１２ 宇佐美英機（２００６b）。明治期に関しては宇佐美英機
（２００７）参照。

１３ 本稿では各店舗を便宜的に地名を付して表記するこ
とにし，必要に応じて店印を補う。
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金，株金，利息，益金に焦点を絞り，小田原店

と本家，本店との資金面の関係について検討す

る。このことにより，小田原店の位置づけを確

認すると共に，出店機能の一端を捉える。

山中家文書は近江日野商人館に約７千点，御

殿場市立図書館に約３千点が所蔵されてい

る１４。経営史料としては，本店および出店にお

いてそれぞれ作成された「勘定細見帳」という

決算帳簿がある。そこで本稿では，各店舗の

「勘定細見帳」を主たる対象史料とする。近世

期から明治初期における，各出店の「勘定細見

帳」から決算状況を確認できる期間は，御殿場

酒店が天保８年（１８３７）下期から明治５年

（１８７２）上期，小田原店が天保４年下期から明

治５年上期，伊豆店が天保７年から明治４年，

沼津店が嘉永５年（１８５２）から明治４年までで

ある。小田原店は御殿場酒店に次いで開店した

店であるが，出店四店舗のなかで最も長期的な

追跡が可能である。本稿で小田原店を詳細に扱

うのはその理由による。

以上のように，山中家の出店，特に小田原店

の「勘定細見帳」を分析することにより，山中

家における経営活動の全容を明らかにする端緒

としたい。

２ 全出店の沿革と主要商品の仕入れ・販売

全出店の販売品および事業内容の検討にはい

るまえに，まず，各店舗の創業および加入の経

緯を概観しておく。 本店が御殿場に開業し

て８２年後の寛政１２年（１８００）に，御殿場村名主

平右衛門から酒株などを譲り受け，酒造業を開

始した店が御殿場酒店である。 店と称す

る。小田原店は 店と称するが，その前身は
かくなか

店で，文化８年（１８１１）に相州関本村の伝

蔵が所持する酒株９９石を本店支配人が１５年季で

借り受け，翌文化９年に関本村に開設された。

店は文政２年（１８１９）に閉鎖され，小田原

城下により近い池上村に移転し 店として酒

および醤油の醸造業を営んだ。伊豆店は元来，

山中家の分家である山中与兵衛が南条村で醤油

醸造を行っていた店であったが，経営困難から

天保７年に本家，兵右衛門に譲渡された。

店と称する。沼津店も分家与兵衛の店で
かぎかのう

と

称していたが，与兵衛から本家が買い取り，嘉

永４年に と改称して酒類販売業を開始し

た１５。以上が各店の沿革の概略であるが，その

他，委細がわかる場合は出店ごとの論述内で触

れることとする。

これら四店舗の経営実態を明らかにする手続

きとして，以下ではまず第一に各店舗の販売品

を抽出し，商品群の傾向を示したうえで，主要

な原料や商品の買高および売高から，各店舗の

主たる営業品目を確認する。第二に各店舗の経

営活動を個別検討していく。更に各店舗の資産

負債勘定，収益費用勘定の変化を概観し，仕入

れや販売商品の特徴を分析する。なお，取引先

がわかる場合や，出店間での商品流通がみられ

る場合はそれを示すことにする。

（１）出店の販売品および事業内容

天保４年下期から明治５年上期のあいだで確

認できる，各店舗それぞれの「勘定細見帳」の

売高から販売品を抽出したのが〈表１．出店販

売品〉である。

全店に共通する主な販売品は，酒，醤油，

酢，米，大豆，塩などで，醸造品や穀類，原料

品が中心であることがわかる。しかし，伊豆

店，沼津店では，本家に譲渡される以前より，

醸造品や穀類のみならず，日用品類を含む多様

な商品を扱っている。たとえば，伊豆店では太

物などが，沼津 店では炭，灰などが販売さ

れている。山中本家に引き取られてからは，伊

豆店では炭，鉄，古着などが，沼津 店では

１４ 近江日野商人館所蔵の近世山中家の文書については
青柳周一（２００６a）を参照。

１５ 『山中兵右衛門商店二百五十年史』上（１９７６），６２
頁。
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表１．出店販売品
小田原店 御殿場酒店 伊 豆 店 沼 津 店
� （譲渡前） （譲渡後） （譲渡前） （譲渡後）

酒 ○ ○ ○ ○ ○ ○
焼酎 ○ ○
諸白 ○ ○
（諸白）崩 ○
醤油 ○ ○ ○ ○ ○ ○
醤油諸味 ○
味醂 ○ ○ ○ ○
米 ○ ○ ○ ○ ○ ○
切手米 ○
作米 ○
蔵米 ○
内米 ○
糯米 ○
白米 ○
小麦 ○ ○ ○ ○
大麦 ○ ○ ○ ○ ○
大豆 ○ ○ ○ ○ ○ ○
小豆 ○ ○ ○ ○
裸麦 ○
稗麦 ○
舂麦 ○ ○
蕎麦 ○ ○
大角豆 ○
たばこ ○ ○
稗 ○
干粕 ○ ○ ○ ○
生粕 ○
粉糠 ○ ○ ○ ○
糀 ○
塩 ○ ○ ○ ○ ○ ○
菜種 ○
麦 ○ ○
すま（ふすま・麩） ○
麦安 ○
種 ○
遠藤 ○
酢 ○ ○ ○ ○ ○ ○
水油（油） ○ ○ ○
粕 ○ ○ ○ ○ ○
味醂粕 ○
下り粕 ○
油粕 ○
炭 ○ ○
鉄 ○
味噌 ○ ○ ○ ○
成薬 ○
古釜 ○
灰 ○ ○
糀種 ○
素麺 ○ ○
太物 ○
綿実 ○
種水 ○
蝋燭 ○ ○
干鰯 ○
感應丸 ○
萬應丸 ○
繰綿 ○
成茶 ○
砂糖 ○
籾 ○
青莚 ○
琉久 ○
傘 ○
前挽 ○
砥石 ○
松魚 ○
貝子 ○
畳糸 ○
苆 ○
（出所）天保５年「伊豆店勘定帳」（御殿場市立図書館所蔵）。それ以外は各年「小田原店勘定細見帳」「御殿場酒店勘定細見

帳」「伊豆店勘定細見帳」「沼津店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
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干鰯，薬（感應丸，萬應丸）などが販売されて

いる。このような商品の幅広い取扱いは，多種

商品販売を営む本店と共通する１６。販売品の点

から出店四店を大別すれば，主として醸造品や

原材料品を扱う小田原店や御殿場酒店と，それ

以外の日用品類をも含む伊豆店や沼津店とに

よって構成されていることがわかる。

次に，各店舗の「勘定細見帳」より，これら

出店における原料や商品の主要なものを買高に

ついて抽出したのが〈表２．出店買高〉であ

り，同様に売高について抽出したのが〈表３．

出店売高〉である。

酒造には米が，醤油醸造には大豆が必需原料

であるが，酒や醤油をどの店舗でも醸造してい

たわけではないことが〈表２〉〈表３〉からわ

かる。たとえば，御殿場酒店や沼津店では一貫

して売高に醤油が記載されているが，醤油醸造

に必要な小麦の仕入れがない。よって，両店で

醤油醸造が行われていたとは考えられない。御

殿場酒店では小田原店や伊豆店から買入れた醤

油を販売しており，仕入れた大豆は醤油原料と

してではなく，商品として販売していたとみら

れる。

酒の売高では沼津店が最も多い年が頻繁にみ

られるが，米の仕入れが小田原店，御殿場酒店

に比して少ないことから，小田原店，御殿場酒

店のように自店舗で醸造するというより，仕入

れた酒を販売していたと考えられる。

以上のように，主たる原料および商品の売高

および買高から四店を概観すれば，小田原店は

酒および醤油の醸造，御殿場酒店は酒造，沼津

店は酒の販売，伊豆店は醤油醸造を中心に経営

がなされていたことがわかる。以下では各店舗

ごとに，それぞれの経営動向を更に詳細に検討

する。

（２）各出店の経営動向

①御殿場 酒店

日野屋忠助（三代目兵右衛門）は寛政１２年

に，御殿場村名主平右衛門から酒株２４石を，板

蔵，諸道具，林一カ所を含め２００両で譲り受

け，店や酒蔵の普請に着手し，酒造業を開始し

た１７。これが 店である。当初３０年季での譲渡

であったが，天保１１年には永代譲渡となってい

る１８。「御殿場酒店勘定細見帳」は，小田原店の

それと同様，秋（上期）と春（下期）の年二回

決算である。

御殿場酒店は酒，焼酎の醸造および製造を

行っており，酒，焼酎，醤油，酢，塩の販売を

主としている。酒は天保から弘化期において平

均すると約７８０石，嘉永から万延期において約

８２０石，文久期以降は約６７０石醸造している。

〈図１．小田原店と御殿場酒店の酒造高〉は同

じく酒造業を営む小田原店の醸造高と比較した

ものである。天保から弘化期において御殿場酒

店は小田原店より平均して約２．４倍，嘉永から

万延期において約１．６倍，文久期以降は約１．９倍

の酒を生産している。よって，山中家において

酒造業主力店の筆頭は御殿場酒店であることが

確認できる。

酒以外に他の店に比して御殿場酒店で特に取

扱いが目立つのは塩の販売である。塩は大豆や

小麦と同様，醤油醸造に欠かせない原料である

が，御殿場酒店では醤油の醸造は行っていな

い。しかしながら，小田原店より塩の買高，売

高ともに多い。「御殿場酒店勘定細見帳」の金

１６ 本店の決算簿である「店勘定細見帳」から，四店
の出店が揃った嘉永元年の資産内容をみると，「海上
諸国有物」の部では，わらび粉，布のり，ひじき，
扇子，打物入，小割鉄，太物，白粉，鏡入，染木
綿，丸のへ鉄，甲州糸などがある。他に資産内容
は，蔵五カ所の有高，店現金，くり綿，米・大豆，
小豆，売掛金などによって構成されている。

１７ 寛政１２年１２月「酒株証文之事」（近江日野商人館所
蔵）。なお，２００両のうち４２両が平右衛門の無尽借用
金の肩代わりであったことから，御殿場村名主家と
新興商人の勢力交代の指摘がある（『御殿場市史』８
通史編上（１９８１），３０８頁）。

１８ 天保１１年８月「永代譲り申酒株之事」（近江日野商人
館所蔵）。
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表２．出店買高
米 酒

会計年 期
小田原店

御殿場酒店
伊豆店 沼津店 小田原店御殿場酒店買入 本店買入

俵 斗 升 合 俵斗 升 合 俵斗 升 合 俵 斗 升 俵 駄 石 斗 升 合
天保４年 下 ５８４３ ６ ０ ２２ ２ ２ ０ 方々より買入
天保５年 上
天保５年 下 １，３２３１ ８ ０ 酒方々下り色々買入
天保６年 上 １，５８０３ ８ ６ 古米新米 酒焼酎買入
天保６年 下 １，２３３２ ０ ０ 酒方々買入
天保７年 上 １，３４８３ ０ ０ 酒焼酎買入
天保７年 下 ２６７３ １ ７ １樽 ０ ０ ０ ０ 下り酒
天保８年 上 １，００５０ ０ ０ 正中酒買入
天保８年 下 １，６４３６ ０ ６ ５１２３ ２ ０
天保９年 上 ２，２０２１ ４ ０ １，９２５１ ６ ６ ６８０３ ２ ０ 酒焼酎買入
天保９年 下 １，４９５１ ０ ０ ６２６１ ５ ５ １７７３ ４ ０ ４ ３ １ １
天保１０年 上 ２，１１５３ ５ ０ 切手共入テ ９４７１ ５ ５ １７７３ ４ ０ １０３ ４ ３ １ １
天保１０年 下 ５３４０ ０ ０ １，２５９０ ０ ０ １４７０ ０ ０ ６ ０ ０ ０ ０ 下り酒
天保１１年 上 １，６５３０ ０ ０ 米切手共ニ １，７７９０ ０ ０ １４９０ ０ ０ １４３．５ ０ ０ ０ ０
天保１１年 下 ２，０７３０ ４ ５ 米切手作米もチ米 ２，１２３０ ０ ０ ２５９ ０ ０ ９９ ０ ０ ０ ０ 下り酒
天保１２年 上 １，６３４０ ８ ０ 米切手共 ２，２３３０ ０ ０ ２５３ ６ ０ ８１．５ ０ ０ ０ ０
天保１２年 下 １，０１８２ ８ ０ 蔵米作米共 ２，１５４０ ０ ０ ５５０ ０ ０ ２４ ０ ０ ０ ０ 下り酒
天保１３年 上 ２，６６３０ ４ ５ 米切手共ニ ２，５４２０ ４ ０ ５５０ ０ ０ ２３０．５ ０ １ ０ ０
天保１３年 下 １，０４６３ ９ ５ 御切手作餅米取合 ８６２０ ０ ０ ３３２１ ７ ０ ５９．５ ０ ０ ０ ０ 下り酒
天保１４年 上 ２，６３６０ ０ ０ 米切手共ニ １，４１２０ ０ ０ ３５６１ ７ ０ １８４ ０ ０ ０ ０
天保１４年 下 ２，１９７１ ２ ０ 切手作米餅米共 １，７８５２ ５ ０ １５３２ ０ ０ ４６ ０ ０ ０ ０ 下り酒
弘化元年 上 ２，９７４２ ２ ０ 米切手共 ２，４０８２ ５ ０ １５３２ ０ ０ １４５．５ ２８ ２ ６ ３ 酒品々
弘化元年 下２，６７６．５０ ０ ０ １，８２３０ ０ ０ ９６０ ０ ０ ６０．５ ０ ０ ０ ０ 下り酒
弘化２年 上 ３，６４０２ ０ ０ １，８２３０ ０ ０ ９６０ ０ ０ ５５ １９ ６ ６ １
弘化２年 下 ２，１９１１ ０ ０ 米切手餅共 ２，４８１０ ０ ０ ４７３ ０ ０ （８３２） １３１ １ ０ ３ ３
弘化３年 上 ３，４４８２ ０ ０ ２，６８６０ ０ ０ ４４３ ０ ０ （４３９俵４分６厘） ２３５．５ １７ ６ ３ ３
弘化３年 下 ２，３７８３ ３ ７ 米餅共 ２，０１３０ ０ ０ ５７８ ０ ０ （９４７表２斗） ９０．５ ０ ０ ０ ０ 下り酒
弘化４年 上 ２，６０５３ ３ ７ ２，５４２０ ０ ０ ５９８ ０ ０ （５５６） １２３．５ ０ ０ ０ ０
弘化４年 下 ３，２６０３ ４ ０ 米餅共 １，２９９０ ０ ０ １９２２ ２ ０ （６８３） １０９．５ ０ ０ ０ ０ 下り酒
嘉永元年 上 ４，９３５１ ４ ０ ２，２６３０ ０ ０ １９２２ ２ ０ ２０８．５ ２６ ２ ０ ０
嘉永元年 下 １，７５７０ ５ ７ １，６９６０ ０ ０ ４１３０ ０ ０ ６３ ０ ０ ０ ０
嘉永２年 上 ３，５１８０ ５ ５ ２，１３４０ ０ ０ ４１３０ ０ ０ １６５ ２３ ３ ０ ０
嘉永２年 下 ２，５６６３ ０ ５ １，５６１０ ９ ７ ６３１２ ３ ３ 酒４■駄味醂共並酒８石１斗
嘉永３年 上 ２，６７６３ ４ ５ １，７３６０ ９ ７ ６３３２ ３ ３ １１５ ５ ０ ０
嘉永３年 下 １，１３４０ ０ ０ ３４２０ ０ ０
嘉永４年 上 ２，９８５０ ０ ０ １，３３１０ ０ ０ ３４４３ ０ ５ １３６．５ ０ ０ ０ ０
嘉永４年 下 １，００００ ７ ５ １，２２８０ ０ ０ １，２０１１ ４ ０ ５９ ０ ０ ０ ０
嘉永５年 上 １，５４３４ ０ ０ １，４０９０ ０ ０ １，２０１１ ４ ０１，０３２３ ４ ５０ １６５．５ ２ １ ０ ０
嘉永５年 下 ２，９１１０ ４ ０ １，４２８０ ９ ０ ６０７１ ２ ０ １２１ ０ ０ ０ ０
嘉永６年 上 ３，４４８１ ４ ０ １，７１３０ ６ ０ ６０９１ ２ ０１，５３２１ １ １３１ １８３ ０ ０ ０
嘉永６年 下 ３，０１６３ ２ ０ ２６１０ ０ ０ ２，０７７９ ２ ５ １１４．５ ０ ２ ２ ０ 下り酒
安政元年 上 ３，８８００ ０ ０ ５８１０ ０ ０ ２，０８３５ ２ ０ １，４０３ ２２８ ９ ５ ０
安政元年 下 ２，２８８０ ５ ５ ４４１０ ０ ０ ２，０９４０ ０ ０ １４６．５ ０ ０ ０ ０
安政２年 上 ２，９４１２ ０ ５ ６３８０ ０ ０ ２，０９４０ ０ ０ ２７６ ０ ０ ０ ０
安政２年 下 ２，３９８２ １ ０ ７５２２ ７ ０ ２，０３４０ ０ ０ １２３．５ ０ ０ ０ ０
安政３年 上 ３，５１８２ １ ０ ７５２２ ７ ０ ２，０３５０ ０ ０ ４９ ２２６．５ ０ ０ ０ ０
安政３年 下 １，４９０２ ６ ８ ９７００ ０ ０ １，６９６６ ８ ０ ７２ ０ ０ ０ ０
安政４年 上 ２，０９３２ ６ ８ １，１９４１ ５ ０ １，６９６６ ８ ０ ９２ １６１ ０ ２ ０ ０
安政４年 下 ２，２３２２ ８ ０ ６２４０ ０ ０ １，９６６２ ５ ０ ９７．５ ０ ０ ０ ０
安政５年 上 ２，９８４２ ８ ０ ６３３３ ５ ３ １，９６６２ ５ ０ １６５ １７５ ０ ０ ０ ０
安政５年 下 １，０３１０ ５ ０ １，１５２０ ０ ０ ８２６０ ０ ０ ４４ ０ ０ ０ ０
安政６年 上 １，４１２３ ０ ０ １，１５２３ ２ ０ ８２６０ ０ ０ ４０ ９７．５ ０ ２ １ ０
安政６年 下 １，６８２２ ６ ０ １１４．５ ０ ０ ０ ０
万延元年 上２，９１４．５０ ０ ０ ６６１０ ０ ０ １，６９６３ ５ ０ １０９ １４９．５ ０ ０ ０ ０
万延元年 下 １，６６１２ ７ ０ １，０５１０ ３ ５ １，３２６１ ６ ０ １９８ ０ ０ ０ ０
文久元年 上 ４９
文久元年 下 １，８２２２ １ ５ ４０８３ ３ ８ １，６９４１ ７ ５ ９９．５ ０ ０ ０ ０
文久２年 上 １，９４９２ １ ５ １，００８３ ４ ０ １，６９４１ ７ ０ １８４ ２２１ ５ ０ ０
文久２年 下 １，４７５３ ７ ５ １，２１３０ ０ ０ １，４１４１ ７ ５ ８０．５ ０ ０ ０ ０
文久３年 上 １，５３２９ ３ ０ １，２１３０ ０ ０ １，４１４０ ０ ０ ２３４ １４０ ０ ０ ０ ０
文久３年 下 １，５８６０ ０ ０ ７３１０ ０ ０ ７３１０ ０ ０ １９９ ０ ０ ０ ０ 地酒下り酒
元治元年 上 ６１
元治元年 下 １，６７５０ ０ ０ １，００００ ０ ０ １，７３７２ ５ ０ １０１．５ ０ ０ ０ ０ 地酒下り酒
慶応元年 上 ２，０３８０ ０ ０ １，００００ ０ ０ １，７３７２ ５ ０ ２１３．５ ０ ０ ０ ０
慶応元年 下 １，１０８０ ０ ０ １，０８７９ ２ ０ ５６７２ ７ ０ １４８．５ ０ ０ ０ ０ 地酒下り酒
慶応２年 上 １，２２５２ ５ ０ １，０８７９ ２ ０ ５６７２ ７ ０ １３３ ３２９ ０ ０ ０ ０
慶応２年 下 ８０３０ ６ ０ ５８６０ ０ ０ ２０４２ ０ ０ １９０．５ ８ ４ ０ ０
慶応３年 上 １，５１４５ ０ ０ ５８６０ ０ ０ ２０４２ ０ ０ ６４５ ２８１ ２ ６ ４
慶応３年 下 １，０９６０ ０ ０ ８５００ ０ ０ １，０４５５ ０ ０ ２７ ０ ５ ９
明治元年 上 １，５２５０ ０ ０ ８７００ ０ ０ １，１１５５ ０ ０ ５６ ２３６ ２ ７ ８
明治元年 下 １，８１９０ ４ ０ １０３０ ０ ０ １，７６４５ ０ ０ ９３ １３７．５ ０ ０ ０ ０
明治２年 上 １，８３２８ ０ ０ 米色々 １，８６５５ ０ ０ ３３３ １８０ ０ ０ ０ ０
明治２年 下 ８６８８ １ ０ 米糯米共 ２０ ０ ０ ９９５１ ２ ０ ８５ ０ １ ０ ０
明治３年 上 １，８０６３ ９ ８ 米取合 ９９９１ ８ ５ ４５ ９６ ０ １ ０ ０
明治３年 下 １，２９２６ ５ ０ 米糯米共 １，８１８９ ２４．５ ４０ ０ ０ ０ ０
明治４年 上 １，６３３０ ０ ０ 米取合 １，８６８９ ２ ４ ２４５ ４０ ０ ０ ０ ０
明治４年 下 １，５０００ ０ ０ 米取合 ２，４５０７ ７ ０ ８２．５ ０ ０ ０ ０
明治５年 上 １，５３３０ ０ ０ 米取合 ２，４５０７ ７ ０ ２１５ ０ ０ ０ ０
（出所）天保５年「伊豆店勘定帳」（御殿場市立図書館所蔵）。それ以外は各年「小田原店勘定細見帳」「御殿場店勘定細見帳」「伊豆店勘定細見帳」「沼津店勘

定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
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焼酎 醤油

御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店

石 斗 升 合 駄 駄 石 斗 升 合 石 斗 升 合 駄 樽 樽 樽
��

�� ��
��

酒焼酎買入 ��
��

酒焼酎買入 ��
��

正中酒買入 ��
�� ５４４� ��

酒焼酎買入 １ ９ ６ １，５７３� ��
２３４� ��

２０ ０ ２ ６ ５ ８３９� ��
１５ ０ ０ ０ ０ ３２３� ��

１００ ０ ０ �・ ３５ ０ ０ ０ ０ １，２８８� ��
２１ ０ ０ ０ ０ ２３２� ��
２１．５ ０ ０ ０ ０ ６４１� ��

２８４� ��
３４．５ ０ ０ ０ ０ ５３４� ��
１０ ０ ０ ０ ０ ８９� ��

１５８ ８ ５ 地酒 ４７ １ ５ ５ ５ ３４４� ��
３１ ０ ０ ０ ０ ２６５� ��
４４ １ ８ １ ４ ５２１� ��
１４ １ ５ ３ ０ ２０６� ��
５２ ２ １ ３ ０ ４６８� ��

（酒６３２．５駄１５石１斗４升６合） ２０ ０ ０ ０ ０ １６２� ７８
（遠州酒１５石８斗７升２合） ４１．５ ８ ４ ７ ３ ９ ２ ６ ４ ３５１�・ ４４
（遠州酒２０石３斗２合） １２ １ ４ ９ ６ １０２� ５５
（諸白味醂７５４．５駄） ７１ １ ４ ９ ６ （８石５升８合） ２１１ ４０
（諸白味醂３５８．５駄） １３ ０ ０ ０ ０ （２石１升１合） １４８ ４６

２０２ ８ ４ ５７．５ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ４ ３ ２７９�・ ��
８ ０ ０ ０ ０ １８６ ��

１１７．５ ０ ０ ０ ０ ４５９�・ ��
１４ ０ ０ ０ ０ ２６５ ��

３０ ０ ０ � ４４ ０ ０ ０ ０ ４ ４ ６ ９ ６１９�・ ��
�� ４８ ��

酒８３６ ５３．５ １ ２ １ ０ ３００�・ ２９２
１７２

酒１，４５１ ８２．５ ０ ０ ０ ０ ４３８ ２３６
２２ ０ ０ ０ ０ ９０

酒１，８６３．５ ５８ ０ ０ ０ ０ １ ４ ２ ０ ２３０ １８８
１．５ ０ ０ ０ ０ ７０

酒１，８３８ ５７．５ ０ ０ ０ ０ １３ ８ ９ １ ４５６ １６９
３ ０ ０ ０ ０ １８６�・

５１３ ７ ５ 替り酒 酒２，９５６．５ ７１ ０ ０ ０ ０ １ ９ ９ ５ ４６２ １４１
１０３ ３ ０ ４ ０ ０ ０ ０ １７１
１２３ ３ ０ 替り酒 諸白２，４０９．５ ５８ ０ ０ ０ ０ １５ ７ ４ ５ ４３２ １１３

２ ０ ０ ０ ０ ２２２
１３５ ９ ０ 酒２，８６８ ６４ ０ ０ ０ ０ １２ ５ ０ ０ ８４

１ ４ ２ ８ １２９
諸白２，３７５．５ ６７ ０ ０ ０ ０ １３ ９ ５ ７ １８６ ２９．５

１０ ０ ０ ０ ０ なし
酒２，５８１ ６７．５ ０ ０ ０ ０ ２ １ ３ ０ なし ２２

５ ０ ０ ０ ０
４２５ ０ ２ 諸白味醂３，４０６ ４９．５ ０ ０ ０ ０ ９ ４ ０ ０ １１７
７３７ ５ ５ １２ １ ７ ０ ０ ６６

諸白味醂３，２４９．５ �� ２７
１９８ ０ ０ � ６．５ ０ １ ０ ０ １３０

諸白味醂４，３１０．５ ２９ １ ５ ０ ４ １ ９ ４ ２５６ １６２
２７８ ０ ７ ５．５ ０ １ ０ ０ １１１

諸白５，１８３ ６１ ０ １ ０ ０ ２８８ ３９
９５０ ５ ９ １６ ０ ８ ５ ０ １８４

諸白３，７１２ �� １７４
２５７ ３ ２ １５ ０ ０ ０ ０ １０５ 醤油
８９１ ５ ２ 諸白３，５６２．５ ６７ ０ ０ ０ ０ １ ９ ７ ２ １７２ １２９

３ ０ ０ ０ ０ ３８
諸白１，７４４ ４２ ０ ０ ０ ０ １４ １２５

２１１ ８ ８ ５．５ １ ２ ０ ０ ３６
２１１ ８ ８ 諸白１，５１８ ２０ ６ ４ ６ ４ ６ ２ １ １００ ６４
１４５ ４ ０ １６８
１４５ ０ ４ 諸白１，０４５ ３６．５ ０ ０ ０ ０ ２ ６ ４ ４ ３０ ３０７

諸白１，８８３．５ ３ ３ ５ ６ ３０ １１４ ２０
３０８ ９ ８ 諸白２，２０５．５ ３６．５ ０ ０ ０ ０ １３ ８ ２ ３ ２３ ２７５ ４５大樽２

２ ７ ９ ９ ９９
５６８ ５ ２ 諸白２，２１７．５ ２５．５ ２ ７ ９ ９ １ ６ １ ６ ４びん ２２３ １１

１ ６ ３ ２ ５４２
諸白２，６２２ ３６．５ ０ ０ ０ ０ １２ ２ ９ ２ ４５ ８８５ １５５

５４ ２８３
３６０ ０ ０ �� ６１．５ ０ ０ ０ ０ １５ ３ ５ ８ �� ２３５ �� ��
（註）��は帳簿がないことを示す。空白は原史料に数値の記載がないことを示す。（ ）は譲渡以前の伊豆店，沼津店の帳簿から抽出した数値を示す。■

は虫損を示す。
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表２．出店買高（続）
大豆 小麦 塩

会計年 期
小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店

俵 斗 升 合 俵 斗 升 合 斗 升 俵 俵 斗 升 合 俵 俵 斗 升 俵 俵 俵
天保４年 下 ２４４１ ９ ０ �� １７６０ ０ ０ �� 斉田８０ 赤穂２６６
天保５年 上 �� ��
天保５年 下 ３６１０ ０ ０ �� １７４１ ２ ０ �� ４６０
天保６年 上 ４４８０ ０ ０ �� ３３３１ １ ５ �� ６０７
天保６年 下 ２０８０ ０ ０ �� １４３１ ０ ０ �� 赤穂３１５
天保７年 上 ４８２１ １ ０ �� ３１７０ ３ ０ �� ７０８
天保７年 下 １１７０ ０ ０ �� ９６２ ０ ０ �� 才田８６
天保８年 上 ２８８３ ８ ０ �� １３１３ ６ ０ �� ５４３
天保８年 下 １４５ ２ ５ �� �� ７５３
天保９年 上 ８７２１ ３ ０ １７４ １ ２ �� ５０２０ １ ０ �� １，１８５ １，９８７
天保９年 下 ３７９２ ３ ５ ６２０ ５ ０ �� �� ２２９ ３４５
天保１０年 上 ３７３０ ０ ０ ６３０ ５ ０ �� ２６６０ ０ ０ �� ６４９ １，５０６３軒にて
天保１０年 下 １９１０ ２ ０ ４５０ ８ ４ �� ７０ ０ ０ �� 赤穂３００ ７８８
天保１１年 上 ５８６２ ６ ０ ４５０ ８ ４ �� ２４５２ ０ ０ �� ８５０ １，９００沼津３軒にて
天保１１年 下１，０９９０ ０ ０ １３０ ０ ０ �� １３８０ ０ ０ �� ６２０ ６００
天保１２年 上 ３０７１ ５ ０ １３０ ０ ０ �� ３１５３ ６ ０ �� ５６８ ２，０９４
天保１２年 下 １４０ ０ ０ １．５０ ０ ０ �� １１０ ０ ０ �� 分塩８ ４６７沼津２軒にて
天保１３年 上１，２６７０ ０ ０ １２２ ５ ７ �� ３６５０ ５ ０ �� ９００ １，５８３沼津２軒分
天保１３年 下 ３１１０ ０ ０ ４７４０ ０ ０ �� １６６０ ０ ０ �� 赤穂１３０ １５９
天保１４年 上 ６８５０ ０ ０ ４７６３ ０ ０ �� ４３７０ ０ ０ �� ４５０ １，６１０両家にて買入
天保１４年 下 ２３６０ ０ ０ ７２７４ ０ ５ �� ４３０ ０ ０ �� ３，１９９ ５２５才田
弘化元年 上 ５５３０ ０ ０ ７２７４ ０ ５ �� ３１１１ ０ ０ �� 塩品 ３々，２０４ ２，１４７
弘化元年 下 １７９１ ０ ０ １２０ ０ ０ �� １７８０ ０ ０ �� 赤穂１００ １，０４１
弘化２年 上 ３０２１ ０ ０ ２２１ ５ ５ �� ４５４１ ４ ０ �� 赤穂２００ ４，３２５
弘化２年 下 ２９７０ ０ ０ ５４０ ０ ０ （３８） １６６０ ０ ０ 赤穂３００ １，０７０３軒分買入
弘化３年 上 ６２０３ ０ ０ ５６０ ０ ０ （２４２） ４１２０ ０ ０ 赤穂６００ ４，５３１４軒分
弘化３年 下 ２７４０ ０ ０ ２４０ ０ ０ （１１０） １６７０ ０ ０ 赤穂４５０
弘化４年 上 ７３６０ ０ ０ ２４０ ０ ０ （８７） ３３１１ ０ ０ ８５８ ２，００４
弘化４年 下 １３８０ ０ ０ ７３０ ０ ０ （１１５） ２８３３ ０ ０ ８００ ５８１
嘉永元年 上 ６５６２ ０ ０ ７３０ ０ ０ �� ６０１２ ０ ０ �� １，５００ ３，１４８沼津３軒にて
嘉永元年 下 １６４１ ５ ０ １８０ ７ ０ �� ２９３ ０ ０ �� ２３４ １，１１６
嘉永２年 上 ７２７２ １ ０ １８０ ７ ０ �� ４８２２ ０ ０ �� 赤穂１，２６９ ２，１２４沼津４軒分
嘉永２年 下 ７７０２ ０ ０ ６０ ０ ０ �� ４１９０ ２ ０ �� 赤穂８７０ 才田５０ １，２８１
嘉永３年 上 ６５１３ ０ ０ ６２ ３ ３ �� ５０７２ ０ ０ �� １，４４４ ４，８４５沼津塩５軒分
嘉永３年 下 ６０ ０ ０ �� ��
嘉永４年 上 ６９６２ ０ ０ ８０ ０ ０ ４５８０ ０ ０ ９５０ ３，９３５
嘉永４年 下 ７２００ ０ ０ １８５０ ０ ０ ５８０ ０ ０ ２３０ ４６５
嘉永５年 上 ５６８２ ０ ０ １８８０ ２ ２ ４８８ ３ ４９４０ ２ ０ ７１０ １４ １，３１１ ２，８７７
嘉永５年 下 １３８０ ０ ０ ４０ ０ ０ ４００ ０ ０ 赤穂３００ １５９
嘉永６年 上 ３８９１ ９ ０ ８０ ０ ０ ７８４ ０ ２００ ２７８０ ５ ０ ９７５ ２３ ８００ １，９８８
嘉永６年 下 ３８７３ ３ ０ １４０ ２ ２ ２９７０ ０ ０ 赤穂２００ 才田１００ ４２８方々にて
安政元年 上 ７０２３ ３ ０ １４０ ０ ０ ５７１ ７５５０ ０ ０ ９００ ８５８
安政元年 下 ４０９０ ０ ０ ２８００ ５ ０ ２２７０ ０ ０ 赤穂６５０ 才田１００ ５８４
安政２年 上 ６４３３ ４ ０ ２８２０ ５ ０ ５３６１ ０ ０ １，２５０ ２，０５９
安政２年 下 １２４０ ０ ０ １３００ ０ ０ １１００ ０ ０ ４４６ １，３３４
安政３年 上 ３７８０ ０ ０ １３００ ０ ０ １０４ ４６２２ １ ３ ８４８ ３，４４６
安政３年 下１６３．５０ ０ ０ ３２５０ ０ ０ ７８０ ０ ０ ７００ ５４８
安政４年 上 ４９０２ ０ ０ ３２５０ ０ ０ ２３６ ４６２０ ０ ０ １００ ７７４ ２，９８３５軒分買入〆
安政４年 下 ４１４０ ０ ０ １５４０ ０ ０ ３０５０ ０ ０ 赤穂３０２ １，２８３
安政５年 上 ７９４０ ０ ０ １５４０ ０ ０ ７５６ ５４００ ０ ０ ９５２ ４，３２２
安政５年 下 ８６０ ０ ０ ４５０ ０ ０ ６０ ０ ０ 赤穂５５７ １，１８３４軒分買〆
安政６年 上 ４３９０ ０ ０ ４５０ ０ ０ ７００ ２５９０ ０ ０ ４０ 赤穂８０７ ２，０７３
安政６年 下 １１３０ ０ ０ ４１０ ０ ０ 才田１１
万延元年 上 ６０８１ ０ ０ １４０ ０ ０ １４ １７２０ ０ ０ 赤穂才田塩買入 ３，５０６
万延元年 下 ７８０ ０ ０ ４０ ０ ０ １８０ ０ ０ 赤穂３００ ８３３３軒買入分
文久元年 上
文久元年 下 １０００ ０ ０ ７７０ ０ ０ １５３ ０ ０ 赤穂２００ 分塩３００ ５７０５軒分買入
文久２年 上 ２２００ ０ ０ ７８０ ０ ０ ４２２ ４６４３ ０ ０ 赤穂３００ ２，１２０
文久２年 下 ３４６０ ０ ０ ２１８０ ０ ０ ５１０ ０ ０ 赤穂４５０ 才田４５６ １，０３６４軒買〆
文久３年 上３５３．５０ ０ ０ ２１８０ ０ ０ １６０ ２１４０ ０ ０ １，５７４ ２，２７１
文久３年 下 ３５９２ ６ ０ ８０ ０ ０ １４９０ ０ ０ 赤穂２５０ ６０１
元治元年 上 １５０ ６５０
元治元年 下 ６００ ０ ０ ６０ ０ ０ １５０ ０ ０ 赤穂斉田８６０ ９１
慶応元年 上 ２０３１ ０ ０ ８０ ０ ０ ２４４０ ０ ０ １，２６０ ７０９
慶応元年 下 １７７０ ０ ０ １６０ ０ ０ ２１０ ０ ０ 赤穂１００ ４８２
慶応２年 上 ５４２０ ０ ０ １６０ ０ ０ ４５０．５０ ０ ０ ９３０ ７０１
慶応２年 下 ２６６０ ０ ０ １１８０ ０ ０ ３２０ ０ ０ ５０３ ７３７
慶応３年 上 ４７１０ ０ ０ ６１９ ３５１０ ０ ０ ９０３ ８８８
慶応３年 下 １８４０ ０ ０ ２８７０ ０ ０ ６０ ０ ０ ６００ ８０３
明治元年 上 １８８０ ０ ０ ２８７０ ０ ０ ２５２ ８０ ０ ０ 斉田６００ １，１１６
明治元年 下 ７５０ ０ ０ ４０ ０ ０ ２５８ １２０ ７６０
明治２年 上 １７８０ ０ ０ ４０ ０ ０ ８８ １４５０ ０ ０ １７０ １，５１２
明治２年 下 １０８０ ０ ０ 相州大豆２００ ０ ０ ５６０ ０ ０ ５５０ ３５２
明治３年 上 １３７０ ０ ０ ２００ ０ ０ １７６０ ０ ０ １，３８０ ５１５
明治３年 下 ３１８０ ０ ０ ８０ ０ ０ １５０ ０ ０ ５１０ １，７１３
明治４年 上 ３７００ ０ ０ ８０ ０ ０ １７０ ４１５０ ０ ０ １，０００ ９，２４２
明治４年 下 ３４９０ ０ ０ ５０ ０ ０ １０ ０ ０ ７５２ １０５
明治５年 上 ３７５２ ０ ０ ５０ ０ ０ �� �� ７８０ ０ ０ ９８ �� �� ９０２ ７２４
（出所）天保５年「伊豆店勘定帳」（御殿場市立図書館所蔵）。それ以外は各年「小田原店勘定細見帳」「御殿場店勘定細見帳」「伊豆店勘定細見帳」「沼津店勘

定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。

－ 48 － Vol.58 No.1大 阪 大 学 経 済 学



　

酢 味醂

伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店

俵 俵 樽 樽 樽 駄 樽 小樽
１２

２０
５７

５４
５
３５

５２ ６．５駄
２１ ９斗７升
５６ ９斗７升
３０ １樽
８８ �・ ３
６７ ２
８４ １斗３升 ２
２２ １５樽 山長殿・�
１３３ ２２樽 山長殿・� １０．５
３９ ２
９７ ７．５
９２ １２０樽 １．５
１４１ ３０樽 ５
７４ １
１３９ ４．５

（１，２０５） ６８ （１９２） ３
（１，９４０） １４０ （大樽４０６ 生酢１４俵５合） ８．５ （ ２２）
（１，４７０） ６８ （３７１） ２ （諸白味醂６５３駄）
（９６６） １７７ （５０８） ６ （諸白味醂７５４．５駄）
（９１７） ７１ （２８１）１３．５ （諸白味醂３５８．５駄）

２０８ ３３．５
５４ ３
２１３ １２．５
６６ 味醂共並酒８石１斗
１８８ ４．５
��
１５５ ８樽 ４１１ ８．５
７０ ０．５

赤穂 ９００ 分塩１，６００ １５０ ２１７ ６４ ６９７ ７ ６１．５
１２３ ２．５

大１，０９３ 小１，４５０ ４０２ ２３３ ５３ ４６７ ８．５ ５３．５
９９ ３．５

１，０５９ ２２９ ５６９ １０
７３ ２
１８５ ５４６ ８．５ １７３
４９ ２
１６３ ５３２ １２
４７ ２．５
１３３ ６４１
５２ １８樽

１，５８０ 赤穂塩２８０ １４９ ６１０ １８．５
３８ ３

分塩１，８００ １４４ ５８３ ８
５５ ３

９８８ ８２ １０本入１１７樽 ７４５ ７．５１斗 ８升入り２１樽 １８２
４１ ６ツ ２．５

３０ ２５８ ４７
６０ １

１００ １５７ １２石９斗６升３合 ４６０ １７０
４４ ２

５６０ １２７ ６斗 ７３９ ９ ７５
９４ ５

１，８３８ ３７７
９１ ６樽 ２０．５

１２０ １８０ 小樽６ ３０３ １０．５
６０ ２．５

１，０１０ １３３ ８１ ５．５ ３８
大樽４６ 小樽１８０ ８樽

３６０大樽６８ 小樽１８０ ６０ １５樽 ９駄小樽５
２０ ２

１，５６２ ６０ ２６石６斗９升３合 ７０．５ ８．５
１，９６５ ２４ １７ １．５ １２．５駄
２，７９１ ３２ ８５２ ４．５ ２１駄

４ ３．５
２１ ２，００５ ５ １４．５駄小樽６４

１．５
１，２５０ ４９ ６２石７斗 １，８７０ ３ ２８．５駄小樽２２

２０ ３石 ４．５
２０ １２石 �� ４．５ ��

（註）��は帳簿がないことを示す。空白は原史料に数値の記載がないことを示す。（ ）は譲渡以前の伊豆店，沼津店の帳簿から抽出した数値を示す。
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表３．出店売高
米 酒

会計年 期
小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店

俵 斗 升 合 俵 俵 斗 升 合 俵 石 斗 升 合 石 斗 升 合 樽／駄 （諸白）駄 石 斗 升 合 石 斗 升 合
天保４年 下 �� １４６０ ０ ０ １６５０ ４ ２
天保５年 上 （１１１０ ００） ��
天保５年 下 １９４ ０ ０ ０ �� ２０７４ ２ ４ ２０６７ ６ ２
天保６年 上 �� ３９８７ ７ １ ４６２７ ７ ７
天保６年 下 ２０３ ０ ０ ０ �� ２１５１ ８ ５ ２１５０ １ ０
天保７年 上 １，０６７０ ０ ０ �� ４２９０ ２ ２ 諸白１３．５駄 ５１１４ ２ ６
天保７年 下 ３７ ０ ０ ０ �� ５９９ ３ ４ ７６７ ６ １
天保８年 上 １，０４２０ ０ ０ �� ２０６０ ０ ０ ６３樽 ３０７０ ３ ５
天保８年 下 ２ �� ２４９１ ９ ０
天保９年 上 １，５０２ ０ ０ ０ ６ ７４５０ ０ ０ �� ３６４４ １ ６ ６５６２ ５ ３ ２．５駄 ４８４９ ４ ６
天保９年 下 ４３３ ０ ０ ０ �� １７１９ １ ２ １９７８ ２ ０ １９２１ ８ ８
天保１０年 上 １，０８５ ０ ０ ０ ２ ６５８０ ０ ０ �� ３５８１ ０ ２ ５４７０ ８ ５ １０樽 ４７７１ ５ ０
天保１０年 下 ９４ ０ ０ ０ �� ２０１０ ３ ２ ２１７５ １ ５ ２０１０ ３ ８
天保１１年 上 ８４２ ０ ０ ０ ２ ７９０２ ０ ０ �� ４０４０ ３ ９ ７７８１ ８ ５ ３樽 ５３８２ ９ ４
天保１１年 下 １，１１９ ３ ２ ０ ２ �� ３６６６ ８ ７ ３９１４ ９ ３ ３０９８ ７ ６
天保１２年 上 １，０４６ ０ ０ ０ １０ ８３８０ ０ ０ �� ３７３９ ６ ２ ９５２５ ４ ８ ４５３３ ７ ８
天保１２年 下 ２４９ ３ ４ ０ ６ �� １５４４ ８ ２ ５０３３ ５ ３ １６７０ ４ ２
天保１３年 上 １，３３５ ３ ８ ０ ８１，０５９０ ０ ０ �� ５２７３ ３ ６ ８３４３ ７ ０ ５０５１ ２ ５
天保１３年 下 ２７４ ０ ０ ０ �� ２０５３ ６ １ ２１９３ １ ０ １２８０ ３ ２
天保１４年 上 １，３１３ ０ ０ ０ ７１，４２０２ ０ ２ �� ４７５２ ７ ８ ７２１５ ６ １ ３４６０ ２ ２
天保１４年 下 １，４３２ １ ２ ０ ８ �� ３５９２ ２ １ ６１５３ ２ ８ ２７７２ １ １
弘化元年 上 ２，１４７ ０ ０ ０ １１ ７１１２ ０ ０ �� ５７５９ ６ ２１，０５４６ ８ ９ ４７７８ １ ６
弘化元年 下 １，７４４ ３ ２ ０ ３ �� ３２８７ ２ ２ ４６１９ ９ ５ ２７２２ ７ ０
弘化２年 上 ２，４６２ ３ ２ ０ 米もち共１４ ８３２０ ０ ０ �� ５５２８ ９ ９１，０５２８ ４ ０ ４７６０ ４ ８
弘化２年 下 ７２６ ２ ０ ０ 米もち共１２ （１３） ４４５５ ０ ５ ４６６７ ４ ３ （諸白２２６．５ ２７１２ ８０） ３２４５ ２ ７
弘化３年 上 １，９７１ １ ０ ０ 米もち共１３ ６５８３ ０ ０ （３９１） ６７７３ １ ９１，００２２ ３ ０ （下り諸白３６２．５ 酒３５１７ ５５） ５４６３ ０ ８
弘化３年 下 １，３７６ ３ ２ ０ （６０） ２４４３ ５ ０ ２８８６ ８ １ （諸白２３９酒２０８４ ７１） ２３９９ ７ ９
弘化４年 上 １，７０８ ３ ２ ０ ７１，１７００ ０ ０ （５６９） ５０９０ ２ １ ７９７４ ０ １ （諸白４５９．５酒２６７２ ５２） ４６５０ １ ６
弘化４年 下 １，５３９ １ ７ ０ ３４９８ ８ ０ ４０７５ ４ １ ２７４１ ３ ７
嘉永元年 上 ２，５４９ ０ ７ ０ 白米８ ８２５５分 �� ６７８３ ２ ６ ９２４６ ２ ８ ５６０３ ２ ６
嘉永元年 下 １，１８５ ０ ０ ０ �� ２２４５ ５ ３ ３４４８ ９ １ ２２８９ ２ ８
嘉永２年 上 ２，４８６ ０ ０ ０ 御蔵米２１，１１０１ ３ ０ �� ５９９９ ６ １ ８７３０ ９ ４ ６６１２ ５ １
嘉永２年 下 ９９５ ０ ０ ０ ２ �� ２９９６ ９ ９ ３３９０ ２ ６ ３３４５ ４ ７
嘉永３年 上 １，７８１ ０ ０ ０ ３ ８３５２ ３ ７ �� ６７７０ ４ ３１，０１０６ ９ １ ６４９０ ９ ８
嘉永３年 下 �� １７６９ １ ８
嘉永４年 上 １，０２５ ０ ０ ０ ８１２２ ０ ０ ６７５９ ２ ４ ６５１６ ５ １ １１駄 ２８３ ２６９０ ２ ０ ６５１５ １ ４
嘉永４年 下 ２０５ ０ ０ ０ ２１５０ ７ ６ ２５６４ ５ ２ ２０５２ ５ ９
嘉永５年 上 ７６０ ０ ０ ０ ９１０３ ３ ０ ６６１１ ２ ５ ８４７３ ９ ３ ６２７．５ ４１１６ ０ ０ ５７７０ ９ ２
嘉永５年 下 ９４４ ０ ０ ０ ３ ４１７６ ２ ２ ３１７６ ０ ６ ３０３１ ２ ６
嘉永６年 上 １，９３１ ０ ０ ０ ２６ ８７２０ ０ ０ ７９ ７３６０ ７ ２ ８１８２ ９ ８ １，８５５ ００ ０ ０ ５５８７ ９ ７
嘉永６年 下 ９７５ ２ ４ ０ ２ ３７３１ ７ ４ ３３５８ ２ ８ ２７６２ ０ ３
安政元年 上 ２，３０４ ２ ４ ０ １３４１，３７４５分 １，３２１ ８３０８ ９ ７１，０１５９ ７ ９ ７３３ ００ ０ ０ ６３９９ ６ ９
安政元年 下 １３５ ３ ２ ０ ３９０９ ５ ８ ４４８１ ８ ０ ２７４７ ８ ８
安政２年 上 ８２９ ３ ２ ０ ７１ ５４９５分 ５８ ８３０５ ７ １１，０７１３ ６ ３ １，５６４ ００ ０ ０ ６１５３ ７ ６
安政２年 下 １，１９８ ０ ０ ０ ９ ３２９３ ６ ４ ４８０３ １ ３ ２５２６ ８ ３
安政３年 上 １，６１４ ０ ０ ０ ２２０ ５０００ ０ ０ ４８ ７９８９ ４ ７１，００９２ ５ ６ １，０７９．５ ００ ０ ０ ５８４０ ２ ９
安政３年 下 １９０ ０ ０ ０ ２ ３０３４ １ ６ ４５１８ １ ４ ２０５３ ４ ９
安政４年 上 ８３５ ０ ０ ０ ７４ ４９６０ ０ ０ １７７ ７１９１ ２ ３１，０３６５ ７ ６ １，３７５ ６７８９ ８ ７ ５４８３ ３ ０
安政４年 下 ７０５ ３ ０ ０ 蔵米４０ ２４９７ ９ ２ ３４８４ ６ ２ ↓以下「酒味醂」として １８１５ ６ ５
安政５年 上 １，０５８ ３ ０ ０ ４０５．５ ７１６２ ４ ０ ８９ ７６４８ ６ ５ ９１４８ ７ ７ １，５３１．５ ６５０３ ９ ２ ５７５３ ２ ２
安政５年 下 ３０７ ０ ０ ０ ２４９７ ９ ２ ２５７８ １ ７ ↓以下「酒味醂」として １８１５ ６ ５
安政６年 上 ５６５ ０ ０ ０ ２ ５２００ ５ ８ ３４ ７１１９ １ ４ ８５７２ ２ ７ １，５１７ ７０８６ ４ ６ ４３３９ １ ２
安政６年 下 ３９０ ０ ０ ０ ２６０２ ５ ６ ↓以下「諸白味醂」として １６５０ ３ ６
万延元年 上 ９５９ ０ ０ ０ ６１，２２９０ ０ ０ １８ ６７３３ ３ ０ ９５７１ １ ２ ４０樽 １，３５５ ８０６９ ９ ３ ３８９８ ９ ８
万延元年 下 ５８５ ０ ０ ０ ６１ ２５５８ １ ２ ２７３３ ７ ８ １８８１ ９ ８
文久元年 上 １，７１１０ ０ ０ ４０ １３樽 １，６５９ ９１１６ ４ ９
文久元年 下 ５１俵１斗５升 ３５９４ ３ ６ ３９２７ ９ ２ ２４９３ ８ ２
文久２年 上 ９６７ ０ ０ ０ ４４９０ ０ ０ １１２ ７７６２ ３ ８ ９６９３ ９ ９ ２，８４６．５ ９５９０ ３ ０ ５７１５ ４ １
文久２年 下 ７８ ０ ０ ０ ２７７５ ３ １ ５２８７ ７ １ ↓以下「諸白」として ２５８０ ２ １
文久３年 上 １５０ ０ ０ ０ ３８ ３０３０ ０ ０ ２８ ６１０８ ３ ２１，０００８ ０ ５ ３２樽 ３，１０３．５１，１４４４ ６ ０ ４９７４ ２ ０
文久３年 下 １０５ ０ ０ ０ ７２ ５３５６ ６ ０ ４２３１ ４ ０ ４５３３ ６ ０
元治元年 上 ３１７０ ０ ０ １３０ １，９９４１，１３００ １ ２
元治元年 下 ２４５ ０ ０ ０ ４３４０ ７ ９ ４５３４ ８ ４ ２５６０ ８ ８
慶応元年 上 ４１６ ０ ０ ０ １４ ５３５０ ０ ０ １２ ９９０６ １ ３１，０９５３ ６ ８ １，８８８．５ ７８８７ ９ ８ ５３５３ １ ９
慶応元年 下 ９７ １ ５ ０ ３４８３ ４ ８ ４７４１ ２ ７ １９８０ ２ ９
慶応２年 上 ２３０ １ ５ ０ ６５ ４１３０ ０ ０ ３３ ７１１６ ０ １ ９２８７ ０ １ １，０５８．５ ５７６５ ９ ２ ３７６３ １ ６
慶応２年 下 ２０５ ０ ５ ０ ５ ３０９２ ４ ３ ２７２９ ９ ９ １９９５ ４ ５
慶応３年 上 ７７１ １ ２ ０ ３３ ２９６０ ０ ０ １３３ ５７４３ ２ ７ ５７６４ ２ ４ ９１４．５ ４６６７ ５ ８ ４２６４ １ ７
慶応３年 下 ２５０．５ ０ ０ ０ １１６６ ３ １ ２３４１ １ １ １７１１ ９ ３
明治元年 上 ７１１．５ ０ ０ ０ 蔵米５８内米３餅米１０ ５３７０ ０ ０ １６３ ５１８０ ５ ０ ６８４７ ５ ２ ６１９．５ １４７４ ０ ９ ４３３４ ４ ７
明治元年 下 ４２４ ０ ０ ０ 米２５１餅米２５ １６４ ２７４７ ８ ４ ３３４２ ３ ６ １，１６３．５ ２２１３ ４ ５ １８９１ ４ １
明治２年 上 ８８３ ８ ０ ０ 米２５４糯米２８ ３０３０ ０ ０ ２２０ ４９７３ ４ ４ ５０８５ ４ ６ １，２７４．５ ４４４９ ５ １ ３４８２ １ ３
明治２年 下 １９９俵２石 ５ ８ ０ １１ ２４３７ ６ ０ ２２４２ ３ ８ ２４８５ ６ ０
明治３年 上 ４５３ ８ ８ ５ １１４ ２３０ ０ ０ ２２ ４９８０ ６ ４ ５１９９ ９ ０ ７９１ ６３０１ ３ ７ ４５５７ ０ ３
明治３年 下 １９８ ７ ５ ０ 米５ 糯米１０ ２５３４ ７ ９ ３９３６ ９ ８ ２２８４ １ ９
明治４年 上 米１２８ 糯米１４ ４４０ ０ ０ ２ ５５８３ １ ２ ７１４６ ８ ０ １，２３９．５ ６９０９ ０ ３ ３９３９ ９ ７
明治４年 下 １５７ ０ ０ ０ 米６２ 糯米８ ３５３８ １ ９ ３９１７ ２ ２ ２００１ ８ ５
明治５年 上 ４０５ ３ ５ ０ 米１２６白米１９８糯米８ �� ８０７０ １ ８ ８８５４ ４ ０ �� ３４９０ ２ ８
（出所）天保５年「伊豆店勘定帳」（御殿場市立図書館所蔵）。それ以外は各年「小田原店勘定細見帳」「御殿場店勘定細見帳」「伊豆店勘定細見帳」「沼津店勘

定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
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醤油 焼酎 大豆

御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店

樽 樽 石 斗 升 合 樽 石 斗 升 合 石 斗 升 合 俵 斗 升 俵 俵 斗 升 合 俵
�� ２５ ０ ７ �� ��
�� （３，６５４ ５７３ ９６） �� （１８５ ０ ０ ０） ��
�� ５６ ８ ９ �� １３９ ０ ０ ��
�� ３３３ ２ １ �� �� ��
�� ４５ ７ ８ �� ３７ １ ０ ��
�� ４８６３ ６ ２ ２７０ ４ ４ �� １４０ ０ ０ ０ ��
�� １８ ４ ５ �� １００ ２ ０ ��
�� ４，５５７ １７３７ ２ ０ ８４ ６ ０ �� １９９ ０ ０ ０ ��
５３２ ２ １ ５ �� ��
１，５４０ ３７６７ ８ ４ ２１２ ６ ０ １９ ９ ７ ８ �� ４３５ ２ ５ ��
２２０ ２６ １ ３ ３ ４ ４ ０ �� １４２ ０ ０ ��
８２２ ４，３２６ ７分８厘０ ０ １７６ ０ ４ ３７ １ ４ ６ �� ２６６ ０ ０ ２２２ ０ ０ ０ ��
３６２ １１２ ３ ３ ２ ９ ０ �� ３３ ０ ０ ��
１，２８１ ４３３６ ０ １ ３３３ ４ ９ ３１ ３ ７ ８ �� ７１ ０ ９ ３８ ３６ ０ ０ ０ ��
２６９ １９３ ９ ５ ９ １ ７ �� ８５３ ２ ５ ��
６５１ ５１３０ ０ ６ ４１１ １ ６ ３５ ３ ９ ２ �� １０５ ３ ５ ７６ ０ ０ ０ ��
２９７ ２５ １ ０ １１ ２ ７ ７ �� ７ ０ ０ ��
５０９ ４，２１２ ００ ０ ０ ４５９ ５ ４ ３１ ０ ９ ５ �� ９０４ ０ ０ ２１４ ０ ０ ０ ��
８２ １２０ ３ ３ ２ ７ ９ �� １５９ ０ ０ ��
３４１ ５，５４８ １４２８ ６ １ ５４３ ９ ９ ３０ ９ ６ ０ �� ３５４ ０ ０ １２０ ３ ６ ０ ��
２６７ １７８ ９ ７ ９ ２ １ ６ �� １７０ ０ ０ ��
５０８ ４，６４６ ９８６ ７ ８ ４７４ ９ ０ ２７ ４ ６ ２ �� ２９２ １ ０ １７３ ２ ０ ０ ��
１９７ １６０ ９ ５ ７ ２ ４ ７ �� ５０ ０ ０ ��
４７８ ５，７３７ １１９５ ０ ０ ５４０ ５ ７ ３４ ４ ０ ３ �� ６６ ０ ０ ２０ ０ ０ ０ ��
１４２ （３８） ３１４ ７ ９ ６ ８ ３ ５ ４５ ０ ０ （１６）
３４０ ５，６８２ １００４ ９ ０ （３８） ５８２ ０ ６ ５０ ８ ２ ４ １６７ ０ ０ ２５ ０ ０ ０ （２１４）
７２ （３８） ９９ １ ４ ２ ５ ０ ９ １２３ ０ ０ （９０）
２０９ ６，９１２ ９９俵 ６ ５ ７ （３８） ６１７ ３ ０ ３０ ２ ２ ９ １８８ ０ ０ ３４ １ １ ７ （１０４）
１１０ １１７ ５ ３ ７ ４ ５ ８３ ２ ０
２７１ ８，５４７ １３３８ ２ ３ ５６２ ５ ６ ３６ ０ ０ ８ �� ２９２ ２ ０ ７６ ９９ ２ ４ ５ ��
１７０ ６９ ９ ４ １ ２ ８ ６ �� ６３ ０ ０ ��
４２８ ９，８８８ １４２４ ４ １ ５６１ １ ２ ３４ ２ ５ ７ �� ２４０ ０ ０ １２ ４６ ２ ４ ２ ��
２６６ ９３ １ １ ７ ５ ３ �� １９３ ０ ０ ��
５９５ ９，１１７ １１８１ ３ ２ ５３４ ７ １ ３５ ０ １ ６ �� ３５８ ０ ０ ４１ ０ ５ ３ ��
８０ ６ ４ ６ �� ��
２８８ ９，５７２ １２１８ ６ １ ２１３ ６１０ １ ５ ２３ ５ １ ２ １４５ ０ ０ ９４ １ ０ ３
１４５ ３７ ５ ３ ６ ９ ３ ３３ ０ ０
３９９ １２，７９５ ００ ０ ０ ２２１ ８３１ ０ ９ ４２ ７ ５ ３ １７８ ０ ０ １７４ ８１ ２ ２ ０
１４０ １８１ ２ ０ ６ ８ ０ ２０２ ０ ０
３６０ １０，４７７ ００ ０ ０ １６２ ６８０ １ ８ ３０ ９ ９ ７ ２９１ ０ ０ ４３ ０ ０ ０ ２００
１５５ １３１ １ ５ ４ ５ ８ ８４ ３ ５ ４
４２３１２，２４２．５ ００ ０ ０ ６７７ ２ ７ ３８ ２ ５ ３ １７４ ３ ５ ４ ５１ ３ ８ ７ ５６３
２０６ １７５ ５ ２ ６ ９ ０ ２９ ０ ０ １３６
４５８ １２，０５２ ８分 １１２ ６７６ ０ ２ ３９ １ ６ ３ １１４ ２ ０ ２６６ １７ ０ ０ ９ ４６
１８１ １８９ ４ ２ １ ８ ２ ７ ２３ ０ ０ ９
３７１ １１，９６３ ００ ０ ０ ９４ ７９７ ４ ５ ３８ ２ ５ ８ ６３ ０ ０ １１８ １６ ５ ９ ０ ６９
１９０ １５２ ９ ０ １ ５ ２ ５ ５１ ０ ０
４１１ ６３ ６５９ ４ ３ ３６ ５ ９ ３ ８７ ２ ０ ３１６ ２３７
１１５ １３０ ６ ０ ２ ７ ３ １２８ ０ ０ ２０
１７４ ８，４５４ ００ ０ ０ １６ ６２４ ６ ４ ３３ ９ ７ ４ ３２８ ０ ０ １５２ ２２９ ２ ７ １ ６４２

１３０ ６ ０ ７ ６ １２８ ０ ０
９，２１１ ８分 ６ ６４４ ４ ８ ３１ ８ １ ３ ２５６ ０ ０ ４４ ５０ ２ ４ ２

９９ ３ ５
１１５ １１，７４７ ００ ０ ０ １９ ４５１ ５ ９ ３４ １ ３ ３ ２２７ ２ ０ ７ ９８ ０ ０ ０
５２ ６４ ０ ０ １ ５ ０ ０ ３１３ ２ １

�� １１，７２５ ８分 １４ １４．５ ０ ０ ０
１２６ １ ０ １ ７０
２３０ １２，５４２ ８分 １１８ ３２７ ９ ５ ２７ ３ ５ ８ １７７ １ ０ ７３ ８６ ０ ０ ０ ４２２
１２４ １１９ ６ ６ ４ １ ６ ２７ ０ ０ ２０５
３０３ １１，０３５ ００ ０ ０ １８ ４９８ ０ １ ２７ ８ ８ ６ ８２ ０ ０ ２０５ ７ ０ ０ ０ １５６
１６８ １１８ ７ ５ １ ４ ６ １３ ２ ４ ６

�� １１，８４７ ００ ０ ０ １３３ ４２ ２ ５ ０ １５０
１０５ ８１ ８ ０ ２ ２ ５
１７０ １０，３２２ ００ ０ ０ ９５ ５８５ ８ ４ ２４ ６ ４ ５ ５ ０ ０ １８ ０ ０ ０ １３
４３ ５１ ７ ５ １ ４ ０ １４ ０ ０
４８ ９，０８８ ８分９厘 ８７ ３５８ ５ ４ ２１ ４ ６ ５ ２４ ０ ０ １０ ５ ０ ０ ０ ２
２８ ３１ ５ ０ １ ２ ０ ０ ２９３ ０ ０
８９ ９，２５６ ６分５厘 ３３ ２１４ ２ ７ ８ ６ １ ４ ４１４ ０ ０ １１３ １２５ ０ ０ ０ ７２
１６９ １ ５ ０ ３ １ ０
２８９ １０，２６０ ００ ０ ０ ３ ３３３ ３ ０ ２０ ５ ６ ９ ２１ ０ ０ ２８１ ４４１
１２５ ７ ２８ ０ ０ ４ ２ １７ ０ ０ ４４６
２８５ ９，９４７ ５分 ０ ０ ０ ２５ ３５７ ７ ３ ２３ ０ ０ １ ６３ ０ ０ １０ １ ０ ０ ７３
９４ ３０ ７ ０ １ ３ ９ ４ ５ ０ ０
２０１ ７，８１６ ２分６厘 ８ ２８７ ８ ８ １８ ５ ５ ６ ５ ０ ０
４５０ ３４ ７ ８ ４ ２ １ ０ ０
７８１ ８，３９６ ９分３厘 ４８ ４１０ ６ ０ １９ ９ ４ ０ １３４ ０ ０ ２ １０５ ０ ０ ０ １０３
３４８ １２０ ４ ９ ２ ７ ０ ０ ６ ０ ０
６８７ ６２１ ５ １ ３６ ２ １ ６ �� �� ８ ０ ０ ��

（註）��は帳簿がないことを示す。空白は原史料に数値の記載がないことを示す。（ ）は譲渡以前の伊豆店，沼津店の帳簿から抽出した数値を示す。
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表３．出店売高（続）
小麦 粉糠 酢

会計年 期
小田原店 御酒店 伊豆店 沼津店 小田原 御酒店 伊豆店 沼津店 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店 小田原 御酒店

俵 斗 升 俵 斗 升 合 俵 俵 俵 石 斗 升 合 石 斗 升 合 樽 樽 （粕糠）樽 俵
天保４年 下 �� �� �� �� �� ��
天保５年 上 �� （５０ ００） �� �� �� �� （１５） �� �� ��
天保５年 下 ５５０ ０ �� �� �� �� �� ��
天保６年 上 �� �� �� �� �� �� �� �� ��
天保６年 下 �� �� �� �� �� ��
天保７年 上 �� ６２０ ０ ０ �� �� �� ３５ �� ��
天保７年 下 ９４０ ０ �� �� �� �� �� ��
天保８年 上 �� ８５０ ０ ０ �� �� �� ４ �� ��
天保８年 下 �� �� 粉糠９１．５糠３４ �� １８ ０ ０ ０ �� ��
天保９年 上 ４０１ ６ １４１０ ０ ０ �� 糠１６７．５ �� ４２ ０ ０ ０ ３ �� 干粕２２４．５
天保９年 下 ５００ ０ �� 粉糠８ �� ２１ ３ ０ ０ �� １７
天保１０年 上 ７１０ ０ ４５０ ０ ０ �� 糠６１ �� ６２ １ ０ ０ ６ �� １８０
天保１０年 下 ９０ ０ �� 糠１０５ �� ２４ ０ ０ ０ ��
天保１１年 上 ５２３ ２ ２０６０ ０ ０ �� 糠１０７ �� ■ ６ ０ ０ ９ �� ２５５．５
天保１１年 下 １０００ ０ �� 粉糠１６５ �� ２７ ４ ０ ０ �� ４９
天保１２年 上 ７０ ０ ４７０ ０ ０ �� 糠１６５ �� ７９ ６ ０ ０ １８ �� １８５
天保１２年 下 ４０ ０ �� 粉糠１８２ �� ４０ ５ ０ ０ �� ３９５
天保１３年 上 １１６０ ０ ２３６０ ０ ０ �� 糠１９１ �� ７２ ２ ０ ０ １８ ��
天保１３年 下 １４２０ ０ �� 糠４０ �� １２ ５ ０ ０ �� ５
天保１４年 上 １４８０ ０ １５１１ ３ ０ �� 糠９９ �� ６２ ４ ０ ０ ３８ �� ２６２．５
天保１４年 下 ３４０ ０ �� 糠１７７．５ �� ２０樽３７石 ９ ０ ０ �� ２５０
弘化元年 上 ９１０ ０ １９７０ ０ ０ �� 糠１８９．５ �� ２０樽６９石 ７ ０ ０ １８ �� ２６６
弘化元年 下 ７６０ ０ �� 糠１６２ �� ２５ ６ ０ ０ �� ３３１
弘化２年 上 ８５０ ０ ２０２０ ０ ０ �� 糠１７４ �� ６０ ４ ０ ０ １９ �� ３３７
弘化２年 下 ６９０ ０ 糠１６４ （３７） ２３ ９ ０ ０ （１６０） ３３６
弘化３年 上 １６７０ ０ ６９０ ０ ０ 糠１７６ ５７ ３ ０ ０ ２２（３９５） ３３８
弘化３年 下 ２９０ ０ 糠１９１ （３９） １５ ０ ０ ０ （２５０） ３５
弘化４年 上 ３７２ ５ ２５１ ９ ０ 糠１９６ ５１ ５ ０ ０ ２２（５５１） ２９３
弘化４年 下 ２６０ ０ 粉糠１５８ １８ ３ ０ ０
嘉永元年 上 ５８３ １ ４０ ０ ０ �� 糠１５８ �� ４８ ３ ０ ０ ３６ �� ２４１
嘉永元年 下 ２０ ０ �� 粉糠３ �� ２４ ０ ０ ０ ��
嘉永２年 上 ４０ ０ １１３０ ０ ０ �� 糠１６５ �� ８１ ６ ０ ０ ３６ �� ３４３
嘉永２年 下 １２０ ０ �� 糠４４ �� ３０ ７ ０ ０ ��
嘉永３年 上 ３７６０ ０ ０ �� 糠１８７ �� ９４ ３ ０ ０ ４１ �� ２７２
嘉永３年 下 �� �� 糠■ �� ２９ ４ ０ ０ �� ��
嘉永４年 上 １２０ ０ ８９２ ２ ０ 糠１４２ １１８ ４ ０ ０ ５０ ３４６ ２５１
嘉永４年 下 １２０ ０ 糠１４０ ３８ ０ ０ ０ ４
嘉永５年 上 １００ ０ ３１７１ １ ０ 糠１４３ １５０ ５ ０ ０ ５７ ５９７ ２８２．５
嘉永５年 下 １０６０ ０ 糠１１ ４０ ０ ０ ０ ８
嘉永６年 上 １４４３ ０ 糠１８６ １３１ ５ ０ ０ ５４ ４６３ ２２２
嘉永６年 下 ２０ ０ 糠１９９ ４９ ０ ０ ０ 干粕５４
安政元年 上 １４０１ ０ ４１１５分 糠１９９ １４７ ７ ５ ０ ６８ ５４１ ２６４
安政元年 下 １９００ ０ 糠１９０ ４８ ９ ０ ０ ３０
安政２年 上 ２５８０ ０ ５６０ ６ ９ 糠１９３ １２９ ０ ５ ０ 酢５１ ５５３ ２９７
安政２年 下 ６０ ０ 粉糠１７０ ５０ ３ ０ ０ 干粕２０
安政３年 上 ２１２ １ ２３８０ ０ ０ 糠１７４ １４５ ４ １ ０ ４３ ２８２
安政３年 下 ３０ ０ 糠２０９ ６６ ９ ０ ０ 生粕１９
安政４年 上 １００ 糠２１７ １５９ １ ０ ０ ５５５ ２５５
安政４年 下 ５０ ０ 糠１８５ ３６ ０ ０ ０ ２８
安政５年 上 ２２７０ ０ ５０９０ ０ ０ 糠１９６ １１３ ４ ５ ０ ３４ ４６５ ２２０
安政５年 下 ５０ ０ 糠１３６ ３６ ０ ０ ０ ６４
安政６年 上 ５００ ０ １８１１ ６ ２ 糠１３６ １６３ ４ ９ ５ １０１ ４５２ ２３５
安政６年 下
万延元年 上 １０７０ ０ １１０１ ０ ０ １１０ 糠１６９ ２０３ １ ８ ０ ９２ ６０２ ２３７
万延元年 下 １１２ ０ 糠１６７ ６７ ６ ７ ０ ２４
文久元年 上 �� １０ ０ ０ �� �� １１７ ６２８ �� ��
文久元年 下 粉糠２１３ ８８ ８ ５ ０ ６
文久２年 上 ２４０ ０ ４００ ０ ０ 糠２１４ ２７３ ３ ５ ０ ２０５ ８１２ ２７８
文久２年 下 ２０ ０ ３０ 糠１８７ １１４ ７ ０ ０ 生粕３３
文久３年 上 ６４０ ０ １２１０ ０ ０ ３０ 糠１８９ ２７０ ８ ０ ０ ２７９ ７６７ ２６０
文久３年 下 １２０ ０ 糠２４２ １０４ ０ ０ ０ ２１１
元治元年 上 �� ６５０ ０ ０ �� �� ３４５ ８３９ �� ��
元治元年 下 １０１０ ０ ５０粉糠２３６ ９２ ６ ０ ０ 干粕６５
慶応元年 上 １１８０ ０ ８７０ ０ ０ 糠２５６ ２１７ ７ ５ ０ ４２６ ６８７ ２６１
慶応元年 下 ２６ 糠１６４ ８９ ６ ０ ０ 生粕２６
慶応２年 上 １２０ ０ １４７０ ０ ０ ２６ １６９ １ ０ ０ ２８５ ５９１ 生粕２６
慶応２年 下 １９０２ ０ ７ 粉糠６３ ４１ ９ ０ ０
慶応３年 上 ２２９．５０ ０ ５１０ ０ ０ １０７ ７ ０ ０ ４０５ ７２４ 干粕１１４
慶応３年 下 １０ ０ １５ １８９ ８ ０ ６３ ５ ５ ０
明治元年 上 ３９０ ０ 麦２ 粉糠１６５ ５４１ ５ ０ １５７ ４ ５ ０ ２４５ ２２５ 干粕２１５
明治元年 下 ２５ 粉糠３９ ３１０ ７ ５ ８０ ５ ０ ０ ４３３ ５０
明治２年 上 ２３０ ０ ２５粉糠１３３ １６６ ７ ０ ０ 酢２２６ １，１１７干粕１３４ 干生粕１６７
明治２年 下 １２ 粉糠９１ ２０６ ４ ０ ３５ ６ ０ ０ １８
明治３年 上 １．５０ ０ 粉糠９３ ２４９ ８ ９ １２６ ２ ０ ０ 酢２１２ １，３８１ 干生粕９５
明治３年 下 ４３１６３粉糠 ２７７ ７ ５ ７１ ７ ０ ０ 干粕３７生粕２２
明治４年 上 ２ ４３１７０粉糠 ７０６７ ０ １ １６３ ７ ０ ０３０５樽７分５厘 １，１７０ 生干粕１７２
明治４年 下 ３００ ０ ３６樽１７０粉糠 ２４１ ０ ９ ６２ ５ ０ ０ 干粕３生粕５５
明治５年 上 ３４２ ０ �� �� ３６１９５粉糠 �� �� ８０６ ２ ５ １７６ １ ０ ０ �� �� 干粕１６１生粕５５
（出所）天保５年「伊豆店勘定帳」（御殿場市立図書館所蔵）。それ以外は各年「小田原店勘定細見帳」「御殿場店勘定細見帳」「伊豆店勘定細見帳」「沼津店勘

定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
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粕 塩 味噌 味醂

伊豆店 沼津店 小田原 御酒店 伊豆店 沼津店 小田原 御酒店 伊豆店 沼津店 小田原 御酒店 伊豆店 沼津店

俵 貫 匁 俵／樽 俵 俵 俵 俵 貫 匁 貫 駄 樽 樽 斗 升 合 樽／駄 石 斗 升 合
�� �� �� �� ��

（２２６ ０ ０） �� �� （１５３） �� �� �� （３樽０ ０）�� �� ��
�� �� �� �� ��
�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� ��

３５３ ０ ０ �� １８０ �� �� ４樽２ ９１０�� ��
�� �� �� �� ��

７１２，０３０ ７００ �� ２８０ �� �� �� ��
�� ７５３ �� �� �� ��

８１ ７６９ ８００ ２，０６１ ３８３ �� ２１ ７００��
２２４ �� ��

１０６ ２５８ １ １，４４６．５０ ２１０ �� ��
２５０ �� ��

１８１ ９３ ２５０ １，７６９ ７１４ �� ７樽４６ ４００��
５５６ �� ��

２９７ ２８２ ８０ １，５３１ ３１９．５ �� ３樽７２ ３８０�� ４ ０ ０ ０
１，０５９ �� ��

３２０ ２２１ ５００ １，７６４．５０ ２９１ �� ５樽５１ ８００�� ２ ０ ０ ０
２６４ �� �� ３

３２５ １９７ ８００ １，００９ ２９４ �� ２１１ ３４０�� ５ １ １ ５
８１０ �� ��

３４３ １５３ ５９０ ２，６３０ ２２６ �� １５９ ５９０�� ２４ ２ ９ ５
１，３７３ �� ��

３２７ １９１ ２００ ３，６２７ ３１１ �� ３０１ ３４０�� ４ ０ ８ ０
１，５７９ ７９１ （４）

２９０ ６６６ ２００（１１２俵 下り粕１９樽） ３，８０１（３０１．５） ２，１９４ ６４０ １３０ （７） ２ ０ ０ ０
（５樽） ９５６ １，３６０ （６） ２ （２樽）

４１５ ０ ０（干粕５５俵 下り粕７樽） ３，９８６（３６６．５） ８７９ ６４３ ３４ （４） １ １ ４ ０
１，１２４ ２

４８６ ５分 ０ ２，８１９４８３俵５分 �� １，２６６ ９００�� １ ０ ０ ０
１，８３３ �� ��

４５５ ０ ０ ２，６７７ ６１２．５ �� １，４３２ ６２０��
１，５０１ �� ��

５４８ ５ ２００ ３，７１１ ７４９ �� １，８１７ ７６０��
�� １，１９４ �� �� �� ��

５９９ ５ ７００ ４，２０６ ６３３ １，４４９ ８００
１，０１５

６６４ １２ ５００ ２，７６３ ４４８ １，７０３ ８７０
６３３

５３９ ０ ０ １，６６９ ８１８ １８３ １，８８１ ０
９４０

６３７ ０ ０ １，８３３ １，０７８ １，０７７ ２，３８１ ８００ ２
４９２

５６３ ３ ９００ ２，１３０ １，３１８ １８８ ２，４１２ １９０
１，２０１

６７１ ０ ０ 粕２３０俵 ２，９３７ １，０４３ ５５ ２，２７１ ８００
１，０１８

干粕２５３俵 ３，３０３
９５７

４５２．５ ０ ０ 干粕２１４俵 ３，７９２ ８２４ ７２６ １，７４９ ３０
６９８ ↓以下「酒味醂」として

４５６ ０ ０ ２，２８９ ６５３ ２，３１３ ２，５２０ ３００ １，５１７駄７０８ ６ ４ ６
↓以下「味醂小樽」

４４６ ０ ０ ３，４０２ １，５３３ １，０１５ ２，６９１ ５００ ２１ ３４樽 ０ ０ ０ ０
７５１

３５３ ０ ０ �� �� ５３９ １８ �� �� １，９３５ ０ �� �� ５１樽 ０ ０ ０ ０
８１５

４０７ ０ ０ 粕２３６俵 １，９６０ ６８５ １００ ２，０５３ ０ ９９樽 ０ ０ ０ ０
１，４１８

４２７ ０ ０ 干粕２２４俵 ２，４０３ １，０２１ ５５６ ２，１６３ ０
才田３６

４１５ ０ ０ 干粕１０１俵 �� �� ５４３ ２３１ �� �� ２，１１３ ０ �� ��
１８７

３４３ ０ ０ 干粕１８０俵 ８３８ ３９４ １，５４０ ２，２４０ ５０
４６１ ９斗

２６２ ０ ０ 干粕６３俵 ８３７ ２，１４８ ６５２ １，３２８ １０８ ９斗 １ ０ ０ ０ １１樽
斉田１８６ ４５４

２０３ ０ ０ 干粕７２俵 ８６７ ５１２ ５６ １，２９７ ３６０ ２樽
２５１

２９７ ０ ０ １，０８３ ６１５ １，１３０ １，５１８ ５５
７３８ ２，３２１

３５２ ６７ １００ １，０９７ ７１９ １，５２４ ２，１１７ ３４５ 小樽４ツ
７８４

２１１ ０ ０ １，３８９ ３９５ ５３８ ８８６ ７６ ３ 小樽６ツ

１６１駄 １分 粕２樽 ７，３３３ １，０９６ ７２５ ７２０ ２８ 小樽１１樽
１，６０１

３ ２，１８９ �� �� ��
（註）��は帳簿がないことを示す。空白は原史料に数値の記載がないことを示す。（ ）は譲渡以前の伊豆店，沼津店の帳簿から抽出した数値を示す。■

は虫損を示す。
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（石）

小田原店

御殿場酒店

融資産の部では嘉永５年上期に１５両１分ト１０匁

９分３厘，塩２５０俵「郡内方々ヘ預ケ分」とあ

り，安政元年（１８５４）上期には２１０匁４分６厘

「塩郡内ニ預ケ」６１俵，また，安政２年下期は

１４両３分ト１１匁「郡内方々預ケ塩取合」２２４俵

などの記述から，郡内地域と塩の取引のあった

ことが推察される。嘉永期までは小田原店また

は伊豆店から醤油を買入れていることが多い。

米は「本店買入米」と「 店買入」とがあ

る。どちらの買入米もあくまで酒造用および飯

米としての買入れであり，米の販売は殆ど行っ

ていない点が小田原店と異なる。酢を継続して

販売しており，小田原店や沼津 店から仕入

れている時もある１９。本店とは酒代諸色代の貸

し借りがある２０。

②小田原 店

文化３年に幕府による「酒造勝手造り令」が

発布された翌年，日野屋は相模関本に 酒造

店を出した。関本村は矢倉沢往還の宿場的な性

格をもった村である。開店の経緯は，本店支配

人である多兵衛，平兵衛，宗助，宗兵衛差出，

日野屋兵右衛門宛，文化９年正月「 酒店要

用控」に次のように記されている。��〈関本
村伝蔵が所持する９９石の酒株，居屋鋪，蔵，諸

道具を，期間１５年，借料年３両で借り受け，ま

た同村，角兵衛所持の居屋鋪を期間１５年で借り

受け，地代を年に金２分払う。関本店を御殿場

本店の「附店」とし，「歩持」は御殿場本店支

配人で構成される。「歩持」が御殿場本店から

退店する際や，老年による退店の際は，関本店

の経営からも退く。建物普請，諸道具，諸入用

金が必要な際は，借用土臺金として本家から借

り，年１割の利息を払う。年々の酒造元手金は

御殿場本店から借用し，土臺金同様，年１割の

利息を払う。本家，本店以外の外部からの借

金，及び「歩持者」の 店への貸付けを禁止

１９ 天保１１年上期，天保１３年上期，天保１４年下期。
２０ 天保１０年下期，天保１３年下期，天保１４年下期，弘化
３年下期，嘉永４年下期の「 店諸色かり〆」や，
弘化３年下期，安政２年下期の「 酒諸品代かし」
など。

図１．小田原店と御殿場酒店の酒造高
（出所）「小田原店勘定細見帳」「御殿場酒店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
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する〉。

また，関本から小田原への移設については，

文政２年７月「（ 酒店場所かへの件ニ付）２１」

によると以下の理由があげられている。��
〈店の不勘定，善兵衛（店員）の一件，屋敷が

せまく元来角兵衛および伝蔵からの借用で，関

本村内か小田原あたりの適当な屋敷に引越しを

希望する〉。

このようにして，文政２年に小田原城下に近

い池上村に店を移し 店と称するようになっ

た。 店の設置および小田原へ移設した文化

から文政期は，『小田原市史』によれば，酒株

譲渡や新規酒造開業者が小田原地域に続出した

時期である２２。

小田原店の主力商品は，酒，醤油，米，大

豆，小麦，焼酎である。酒は醸造しているだけ

でなく，買入れもしている。地酒，下り酒など

を仕入れており，御殿場酒店から買入れている

場合もある２３。大豆，小麦など醤油原材料品は

仕入れだけでなく販売もしており，地域の需要

に応える側面をもつとみられる。醤油醸造を同

じく営んでいた伊豆店よりも大豆の売高が多

い。

小田原店の売高で注目されるのは，米の販売

量が極めて多い点である。小田原店と同様に酒

造業を営む御殿場酒店の米の買入高と比較して

も，小田原店の米取扱いは際立っていることが

わかる。天保９年上期から明治５年上期の米買

入実数をみると，小田原店は御殿場酒店よりも

概ね上回っている。ところが酒造高でみると，

先述したように御殿場酒店のほうが小田原店よ

りも２倍あるいはそれ以上の酒を造っている。

すなわち小田原店において，米は，酒造および

自家消費用のためにのみ買入れているわけでは

なく，販売商品としても扱われていたといえ

る。実際，小田原店における米の売高は，御殿

場酒店，伊豆店，沼津店と比しても他店を圧倒

している。米は小田原店の主力商品の一つで

あったわけである。なお，小田原店では，御殿

場酒店同様，焼酎の買入れと販売も行ってお

り，買高，売高ともに，小田原店のほうが御殿

場酒店より勝っている。

大量の米の仕入れ先について「覚」における

米の記載から確認すると，小田原店は蔵米がか

なり多い。しかし他店では蔵米の他にも遠隔地

米の取引があったことがわかる２４。

蔵米・遠隔地米の買入

小田原店 蔵米 田代米 土肥米

御殿場酒店 蔵米 長門米 加賀米 膳所米

伊豆店 蔵米 長門米 加賀米 膳所米

水野米 駿東米 下り米

沼津店 蔵米 長門米 水野米 伊州米

小田原店で，遠隔地米よりも蔵米の記述が圧

倒的に多いということは，小田原藩との結びつ

きの強さを示している。嘉永５年下期から明治

４年上期の「覚」における金融資産の項では，

一貫して５０両が御用達金あるいは用達金として

計上されている。本店の文久元年「店勘定細見

帳」には「御用金之覚」の項があり，総額５，６３２

両ト１４匁５分にのぼっている。なお，日野屋忠

助（三代目兵右衛門）は，文化１４年に小田原藩

から二人扶持を与えられ２５，天保９年には名字

帯刀を許されている２６。これらは日野屋の御用

商人としての地位の確立を物語るものといえ

る。小田原店の経営動向については４章および

２１ 近江日野商人館所蔵。
２２ 『小田原市史』通史編近世（１９９９），４８９頁。
２３ 天保９年下期など。

２４ 鈴木直二は，地方米国市場としての米穀積出港に着
目し，駿河および相模の港および川港について次の
ように列挙している（鈴木直二（１９７７），７１３頁）。
国名 港名 （川名） 河川の「川港」
駿河 岩淵 （富士川） 鰍沢（岩淵は御城米のみ）
相模 須賀 （相模川） 厚木

２５ 文化１４年７月９日「（冥加金差上等奇特に付其身一代
二人分下し置かれるに付）」（近江日野商人館所蔵）。

２６ 天保９年１１月１８日「（実意の取斗により苗字脇差免に
付）」（近江日野商人館所蔵）。
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５章で詳細に論じることにする。

③伊豆 店

分家の山中与兵衛が天保７年１０月に本家に譲

渡した委細については，同年の「譲渡申証文之

事（日野屋太三郎建物等譲渡ニ付）２７」による

と，屋敷一カ所，醤油蔵二カ所，醤油道具すべ

て，穀蔵一カ所，古雑蔵一カ所，質物蔵一カ

所，店建物一カ所，諸道具が金１，６３８両２分２

朱で譲渡された。 店と称する伊豆店は，年

一回の決算を行っている。弘化２年（１８４５）に

は「訳書」があるが，その他の年にはない。す

なわち弘化元年までは仕入高が不明であり，帳

簿としては不完全な面がある。嘉永５年から明

治４年は「仕入高」として仕入合計金額があげ

られているが，その内訳は嘉永５年，嘉永６年

をのぞき記述がない。

伊豆店は醤油醸造店であるが，醤油の他に，

米，大豆，小麦，酢，粕，塩などを販売してい

る。醤油は嘉永期，安政期に売上が増大し，万

延以降ゆるやかに減少している。

小麦の売高は小田原店を概ね上まわるが，大

豆の売高は小田原店より低い。地大豆とともに

御殿場地方の特産品である御厨大豆の取扱いの

あったことが，「覚」の在庫記載から確認でき

る。小麦は「 店へ小麦代かし」として安政

６年に８１両余，慶応２年（１８６６）に「小麦残代

店かし〆」として１９５両余が計上されている。

粕の売高は弘化４年以降，御殿場酒店を常に

凌駕している。また，粕は小田原店では販売さ

れていない。

酒の売高は天保８年～１１年，嘉永４年，万延

元年（１８６０）～文久元年，文久３年に確認でき

るが，そのほかの年では見られず，焼酎につい

ては扱いが全くない。酒類は恒常的な取扱商品

ではなかったといえる。

沼津店ほどの量ではないが，一貫して酢を

売っている。有物の記述から，尾張の
まるかん

酢を

扱っていることがわかる。 酢は特に沼津店

での取扱いが豊富なので，そちらで詳述する。

他店では取扱いがなく，伊豆店でのみ販売さ

れている特徴的な商品として，天保から嘉永期

の古着販売，天保から文久期の成茶販売，嘉永

期以降の鉄販売が注目される。味噌の販売も伊

豆店での取扱いが目立ち，その売高は万延元年

がピークで２，６００貫を超えている。他店との取

引を示す記述がほとんどみられないが，安政２

年には「 店味噌代ぶん」として１両ト３分

２厘の貸しがある。

④沼津 店

沼津店は二代目兵右衛門が明和７年（１７７０）

に沼津に創設した店舗で，次男与兵衛の分家に

際して譲渡され，当初 店と称していた。だ

が伊豆店同様，経営の行き詰まりから，嘉永元

年に「一札（家屋敷諸株質入売払の儀付）」が

与兵衛，定次郎から兵右衛門に差し出され，本

家に引き取られることとなり，嘉永３年に３８０

両で屋敷が買取られた。翌４年に建物，器具，

土地あわせて１，０３４両２朱で譲渡され， 店は

店と改称した２８。嘉永７年（安政元年）には

日野屋和平に名義替えとなっている２９。 は年

二回決算であったが， は明治元年をのぞき

年一回決算である。

店の前身である 店では，「覚」に「手

酒」があるので３０，自家醸造を行っていたとみ

られる。一方で，遠州酒を弘化３年上期に１５石

８斗７升２合，弘化３年下期に２０石３斗２合買

２７ 近江日野商人館所蔵。

２８ 『山中兵右衛門商店二百五十年史』上（１９７６），６２
頁。

２９ 嘉永３年３月「譲渡屋敷証文之事」（近江日野商人館
所蔵）。他に嘉永７年（安政元年）の史料に「［酒造
稼を和平に譲たき願状］」（近江日野商人館所蔵）
や，嘉永７年６月「乍恐以書付奉願上候（酒造鑑
札）」（近江日野商人館所蔵）などがあり，酒造高５０
石が御厨御殿場村忠助から沼津宿上土町和平に譲渡
されている。

３０ 弘化２年下期１５２石，弘化３年下期２９２石４斗，弘化
４年上期１５４石。
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入れたり，弘化２年下期には 店から地酒を

買入れてもいる３１。下り酒では弘化３年下期の

「覚」に，新伊丹１６駄，灘酒買入もの２駄半な

どが見られ，多種の下り酒を扱っている。

店における酒の売高実数でみると，小田

原店や御殿場酒店を上回るほどの量があったわ

けではない。 店の酒取扱いで他店と異なる

点は，諸白に力点がおかれている点である。特

に文久３年以降は例外なく諸白と明記されてい

る。先に述べたように，「覚」における酒銘柄

でも灘酒などの下り酒の記載が多く見られる。

他にも江戸酒，地酒の銘柄記述が，他店に比し

て多種で豊富である点も特徴的である。 店

は醸造というより酒の仕入れと販売に重点を置

いているといえる。全体を通じてみれば，

店の主力販売品は，諸白，酢，塩，大豆，醤油

であるといえる。

焼酎は明治期になり買入れがあるが，それ以

外の時期においては買入れ，販売ともにない。

米の買入れが小田原店，御殿場酒店に比して極

めて少ない。醤油の買高，売高は嘉永から安政

期にかけて減少し，文久期以降は一定しないが

概ね減少傾向にある。

小田原店同様，酢の買入れがあり，その量は

小田原店より常に多い。 店時代も 店に

なってからも，「覚」における酢の在庫として

印が極めて頻繁に記載されていることが注

目される。尾張産の酢には の樽印が使われ

ていたため，酢の仕入先として尾張があげられ

る。 の印は近世期の尾張において複数の酢

醸造家，たとえば半田の中野又左衛門家３２や名

古屋の笹田伝左衛門家３３が使用していた。山中

３１ 売上差引の項に１４石９斗４升６合「地酒㊥ �買分
ヲ引」と記載がある。

３２ 現ミツカングループ本社。
３３ 現マルカン酢株式会社。

表４．出店売上高

会計年 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店
両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁．

嘉永４年 ４，４６８．１．０ ８．８６ ２，２３８．１．０ ８．３９ ２，１１７．２．０ １０．００ １，６１０．３．０ １４．７１
嘉永５年 ３，８１７．１．０ ５．４８ ２，４１７．１．０ ３．０４ ２，３５５．３．０ ０．００ ２，５６０．１．０ ５．５０
嘉永６年 ５，５１５．３．０ ８．３０ ２，４６９．３．０ １１．９８ １，９６９．１．０ ７．１６ ３，２８５．３．０ ２．００
安政元年 ４，５７３．３．０ １２．４０ ２，６９８．２．２ ３．４９ ２，６６３．１．０ １１．３６ ４，４２８．３．０ ３．１２
安政２年 ４，０４０．０．０ １２．０６ ３，０３１．２．０ ８．０９ １，８６８．０．０ ５．３８ ５，１６４．２．０ ４．８３
安政３年 ３，８０３．０．０ １１．２３ ２，８９８．０．０ １．５１ １，９１７．２．０ １３．９４ ４，２２５．２．１ １．９０
安政４年 ３，５３５．０．０ ２．３１ ２，７９４．３．０ ５．４４ １，７１５．１．０ ４．０２ ４，４６８．２．３ １．００
安政５年 ４，１８９．０．０ １４．７２ ３，０５３．０．０ １２．６８ １，９６５．３．０ １０．６１ ５，０５５．１．０ １３．５９
安政６年 ３，６４０．２．０ １１．４０ ２，７８７．０．０ １４．００ １，７６９．３．０ １．５０ ５，３７６．０．２ １．７５
万延元年 ４，０５９．２．０ １３．９０ ３，４５７．１．０ ２９．４９ ３，３１４．３．０ ６．２７ ５，６６０．３．０ １２．９４
万延２年 ３，６６８．３．０ ０．５１ ６，４２１．１．０ ８．２９
文久２年 ４，６０１．０．０ １３．３４ ３，７６６．２．０ ４．４２ ２，２４９．１．０ ３．８０ ９，８０６．０．０ １４．０６
文久３年 ４，４９８．３．０ ４．１３ ４，４６７．３．０ １０．７３ ２，４１５．２．０ ２．６４ １０，９０２．３．０ １．５６
元治元年 ２，９３９．２．２ １．２０ ９，５５３．１．２ １．６２
慶応元年 ７，２６２．１．０ ８．５０ ５，６５７．０．０ ７．０８ ３，７２２．０．０ ８．３８ １１，４３７．２．０ ４．２０
慶応２年 ７，６６５．０．０ １３．０７ ６，６５８．２．０ ２．４０ ４，５８７．１．０ ０．８４ １２，１２８．１．０ ８．９４
慶応３年 １３，６４０．２．０ １０．６１ ７，６３７．２．０ ９．６３ ４，９８１．２．０ １３．０５ １５，５８２．１．０ １．１２
明治元年 ９，９９６．０．０ １．４２ ７，１６９．３．０ ６．７３ ５，１５８．２．０ ９．６４ １２，６９１．３．０ ０．３６
明治２年 １０，５７４．３．０ ４．５６ ６，４９５．１．０ ０．４７ ５，８９３．２．０ ２．６４ １６，５６３．１．１ ７．７３
明治３年 １０，４８５．１．０ ２．９２ ８，４５９．１．０ ８．７７ ４，６６０．２．０ １４．１１ １８，９４７．２．０ ４．３９
明治４年 ９，０２６．０．０ ４．６３ １０，６５１．１．０ ３．８２ ４，６３１．２．０ １２．８９ １９，３００．２．０ ２．６１
明治５年 ７，７５９．３．０ ２．４５ ８，１６８．２．０ ５．７９

（出所）「小田原店勘定細見帳」「御殿場店勘定細見帳」「伊豆店勘定細見帳」「沼津店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
（註） ��は帳簿がないことを示す。
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家の文書には，作成年不詳ではあるが，酢屋又

左衛門，慶介差出し３４，日野屋和平，喜兵衛受

取りの「御約定申一札之事３５」に，「酢仕切之

儀」「酒仕切り之儀」などについて記された文

書が残っていることから，中野又左衛門家から

酢を買入れていたことを確認できる。沼津店と

中野家で取引があったことは，中野家の明治２

年の「大福帳」に，「沼津 日野屋和兵衛 計

７８０樽３６」が販売先の一つとして記載されている

ことからも確認できる。それによると，この年

の日野屋への酢の販売銘柄は「なかの」が２９０

樽で，並酢が４９０樽である。同じく明治２年の

沼津店の「勘定細見帳」では， 酢を８５２樽買

入れている。

他店舗との関連記述をみると，伊豆店から

「銭代かり」が安政２年より継続している。安

政５年には，３４３両ト１１匁７分９厘が「相州大

豆６９８俵本店�かり」とあり，文久２年に１０両
の「 店大豆代かり」がある。

以上のように各店舗の取扱品目を見ていくこ

とにより，山中家の出店が醸造業のみならず，

醸造品ならびにその他の諸品の販売業にも従事

していたことが明らかとなった。各店舗の収益

費用勘定から売上合計金額を示したものが〈表

４．出店売上高〉で，売上総利益を示したのが

〈表５．出店売上総利益〉である。これによれば，

沼津店の売上高が最も高くはあったものの，収

益は低かったことがわかる。次章以降では，小

田原店の経営活動に焦点を絞り分析する。

３４ 「尾州半田」の捺印がある。
３５ 御殿場市立図書館所蔵。

３６ 『中埜家文書にみる酢造りの歴史と文化』２（１９９８），
資料２８「江戸方面への酢の販売（明治２年）」，６４
頁。中埜又左衛門家の帳簿分析については曲田浩和
（２００２）参照。

表５．出店売上総利益

会計年 小田原店 御殿場酒店 伊豆店 沼津店
両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁．

嘉永４年 １，４９５．０．０ １．２７ ５４７．２．０ １１．４０ ９２．２．０ ８．０８
嘉永５年 １，６６２．１．０ ９．８６ ８３６．２．０ １１．８０ ６３７．１．０ ９．０４ ２２５．０．０ ７．５９
嘉永６年 １，９８２．１．０ ６．７０ ８３５．２．０ ５．７４ ４９２．１．０ ４．２０ ４３５．０．０ ５．４３
安政元年 １，０６２．３．０ １．５８ １，１８３．２．０ ５．３４ ８４１．１．０ ７．９５ ２０５．０．０ ６．７４
安政２年 １，３０２．０．０ ０．８３ １，３７６．３．０ ２．１９ ４９２．１．０ １４．８６ ３９８．１．０ １４．３３
安政３年 ９４９．０．０ １４．２５ ９５９．０．０ ７．４６ ５３５．３．０ ２．３２ ４３１．２．０ ３．４４
安政４年 １，５１７．２．０ ０．２２ ９６４．２．０ ４．８３ ４２２．２．０ １．３６ ６２０．０．０ ４．５４
安政５年 １，２２３．０．０ ９．２６ １，１１４．１．０ １０．２９ ３３９．１．０ １３．５３ ５１６．３．０ １．０７
安政６年 １，３７４．１．０ ７．８６ １，２０１．０．０ １４．４６ ３９６．１．０ ９．４２ ４４３．１．０ １３．７３
万延元年 １，２２０．３．０ １３．６６ １，２６２．２．０ ２．２５ ９８６．２．０ ５．９８ ５５６．１．０ ９．５４
文久元年 ９５９．２．０ １．２０ １０７．０．０ ４．６６
文久２年 １，９７１．０．０ １４．９５ １，４７９．１．０ ３．０７ ５６４．２．０ ６．２７ ５９６．０．０ ７．６９
文久３年 １，９３６．２．０ １．７２ １，２７２．０．０ ５．９７ ５５８．０．０ ９．２４ １，１９４．３．０ １０．７０
元治元年 １，０３３．３．０ １．９９ ４６６．３．０ １．８７
慶應元年 ３，４０２．３．０ ２．０８ ２，６４５．３．０ ７．５８ １，３３７．３．０ ２．５５ １，１５６．３．０ ２．７６
慶應２年 ２，７６７．３．０ １３．８６ ３，４９４．３．０ １０．８４ １，６９８．３．０ １１．３５ １，６０４．３．０ ８．３８
慶應３年 ２，５８６．１．０ ６．１４ ３，３６５．０．０ １４．７４ ９３７．０．０ １０．８０ １，３３１．１．０ ５．２８
明治元年 ４，０２１．１．０ ３．４３ １，７２１．０．０ ４．６１ １，３２５．０．０ ４．３４ ９２５．２．０ １０．５６
明治２年 ２，９５９．０．０ ７．４４ １，３１４．２．０ ０．２１ １７４．３．０ ３．２１ １０７．２．０ １３．８２
明治３年 ３，７８２．１．０ ８．２３ ２，６１６．１．０ １２．９５ １，８６６．３．０ ９．９９ １９３．２．０ ３．３８
明治４年 １，７４９．０．０ １４．７４ ３，８３１．１．０ ６．２３ ５６４．３．０ １．８７ ８３９．０．０ １３．００
明治５年 ８５４．０．０ ２．２２ ３，９６６．１．０ ０．８０

（出所）「小田原店勘定細見帳」「御殿場店勘定細見帳」「伊豆店勘定細見帳」「沼津店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
（註） ��は帳簿がないことを示す。空白は原史料に数値の記載がないことを示す。
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３ 小田原店における勘定帳の構成と特徴

小田原店は秋（上期）と春（下期）の年二回

決算を一貫して行い「勘定細見帳」という決算

簿を作成している３７。以下では天保１０年上期を

例に，その記載内容を具体的に見ていくことに

し，次に帳簿記載の特徴を検討する３８。

（１）小田原店における勘定帳の構成

覚

一 金三拾弐両三分ト 八匁六分八厘 新酒廿五

石 （１）七六

一 金四拾両壱分ト 七分九厘 元米諸味かし米

三十石六斗 （２）七六

一 金六両也 味噌九分目 （３）

一 金弐分ト 壱匁五分八厘 酢弐樽 （４）

一 金五百四拾三両壱分ト 五匁五分五厘 百四

十七�百六十五迄〆 正油造り拾九本ト三百

石 （５）

一 金五両也 同上之上ケ三石 （６）

六○

一 金拾両也 同並拾石 （７）

石

一 金八拾八両壱分ト 六匁弐分 小麦百六拾五

俵 （８）七四七

一 金壱両ト 六匁六分七厘 大豆弐俵也 （９）

七弐

一 金拾六両壱分ト 拾匁七分壱厘 裸麦四拾六

俵 （１０）石壱弐

一 金弐拾三両ト 九匁四分七厘 小豆三拾三

俵 （１１）五七

一 金三両三分ト 八匁三分三厘 大麦五斗入十

四俵 （１２）石八

一 金三両弐分ト 壱匁七分六厘 赤穂塩三拾

俵 （１３）八五

一 金弐両三分ト 三匁 成茶弐本 （１４）

一 金百五拾五両弐分ト 九匁六分弐厘 内米三

百三拾俵 （１５）弐一弐

一 金拾八両三分ト 七匁七厘 同四拾俵 内十

九俵車四軒 廿一俵座ニあり （１６）同断

一 金弐拾壱両ト 拾三匁五分八厘 同四拾五

俵 但し白米四十弐俵分三七ニスル （１７）同断

一 金弐拾四両弐分ト 壱匁七分 切手米五拾弐

俵 （１８）同断

十八口

〆 金九百九拾六両ト 九拾四匁七分壱厘 （１９）

亥十一月廿日改

一 金四拾五両壱分壱朱ト 六分八厘 三貫六百

廿四文 方々時かし惣〆高 （２０）

同断

一 金弐拾両三分ト 拾五貫八百拾五文 大家時

かし惣〆 （２１）

一 金拾両也 熊七殿 代預ケ （２２）

一 金三拾六両三分ト 三匁三分六厘 店正油

かし〆 （２３）

九月�

一 金百六両也 店預ケ〆 （２４）

十一月廿日改

一 金廿両弐分弐朱ト 百廿八貫百拾九文 店有

金残〆 （２５）

六口

〆 金弐百三拾九両壱分三朱ト 四匁四厘

百四拾七貫五百五拾八文

七○ 此金廿壱両ト 四匁八分 （２６）

弐口

〆 金千弐百五拾六両壱分三朱ト 百三匁五分五

厘 （２７）

内

一 金五百両也 元手金引 （２８）

一 金弐百四拾四両ト 壱匁壱分壱厘 店指引

〆かり （２９）

３７ 勘定帳の標題は必ずしも一定しておらず，特に天保
期は様々である。天保４年下期「�店勘定帳」，天保
５年下期「�店勘定細見扣」，天保６年上期「�店勘
定細見帳」などがある。しかし天保１０年下期以降は
「勘定細見帳」と表記されることが多いので，本稿
では便宜的に「勘定細見帳」とよぶことにする。

３８ 「天保十己亥十一月吉日�店勘定目録」（近江日野商
人館所蔵）。行末の（数字）は引用者による。
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十月二日分

一 金百五拾両也 同断かり （３０）

同十九日分

一 金弐両ト 六匁弐分四厘 時蔵殿木綿代取分

かり （３１）

十一月十九日分

一 金拾弐両也 同惣兵衛�渡しかり （３２）

一 金壱両三分也 桑原行酒袋代かり （３３）

一 金拾三両弐分ト 三匁六分八厘 大森谷五郎

殿大豆代かり （３４）

一 金壱両ト 六匁六分七厘 ちむれ文平殿同断

かり （３５）

一 六貫六百文 本山講預り （３６）

一 拾貫六百廿四文 車屋四軒払方かり〆 （３７）

一 金四両壱分三朱也 桶屋払方かり （３８）

一 三貫八百卅六文 縫物師かり （３９）

一 金四両也 蔵日用かり （４０）

一 金百両也 普請引当 （４１）

一 金五拾両也 同断戌引分 （４２）

一 金五拾両也 給金引当 （４３）

一 金五拾両也 買米高直�引置ク （４４）

十七口

〆 金千百八拾弐両弐分三朱ト 拾七匁七分 廿

壱貫六十文 此金三両ト 五分四厘 （４５）

さし引

〆 金七拾弐両ト 拾匁三分壱厘 過上徳也

（４６）

此所

金七十弐両也 本家へ為登金 （４７）

戌冬造り高

一 酒百八拾弐石七斗弐升

同十月�亥九月迄買入〆 （４８）

一 同七拾六石四斗一升一合 （４９）

亥八月�作り高

一 新酒七拾弐石八斗 （５０）

三口

〆 三百卅壱石九斗三升一合 （５１）

内 一 三百五拾八石壱斗弐升六合 うり高惣〆

（５２）

一 廿五石 新酒有物 （５３）

さし引 〆 五拾壱石壱斗九升五合 過 うり出

し （５４）

外ニ焼酎 十四石弐斗六升 うりあり （５５）

亥十一月廿日改 掛方惣〆

一 金千七百八拾壱両ト 三分六厘 （５６）

七○

定メ

戌秋改�当改迄ニ

一 金百四拾七両也 ふエル （５７）

尤此内

金拾壱両斗 時かし○印出しテ此内へ入ル （５８）

又

金拾壱両ト 六匁六分七厘 浦賀いつミや塩代○

印出ル入ル （５９）

メ

訳書

戌十月改

一 金九百九拾三両弐朱ト 九拾五匁三分 酒正

油米大豆品々有物 （６０）

戌冬�当改迄買入〆

一 金千六百九両ト 五分五厘 米二千百十五俵

ト三斗五升 切手共入テ （６１）

同断

一 金弐百七両三分 壱匁六分七厘 大豆三百七

十三俵 （６２）

一 金三拾六両弐分ト 三匁五分八厘 小豆七十

三俵 （６３）

一 金百四拾弐両壱分ト 八匁三分四厘 小麦弐

百六十六俵 （６４）

一 金四拾九両壱分壱朱ト 拾四匁八分 大麦ツ

キ代〆 （６５）

一 金三拾四両三分ト 拾匁九厘 �麦九十八俵

（６６）

一 金七拾両ト 弐匁五分六厘 塩取合六百四拾

九俵 （６７）

一 金三百拾七両弐分ト 九匁四分五厘 酒百三
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拾駄ト四石三斗一升一合 焼酎廿駄ト弐斗六

升五合 （６８）

一 金廿壱両壱分ト 四匁八分壱厘 酢五拾六樽

ト九斗七升 （６９）

十口

〆 金三千四百八拾壱両壱分三朱ト 百五拾壱匁

弐分 （７０）

内

一 金九百九拾六両ト 九拾四匁七分壱厘 当改

あり物〆 （７１）

一 金六拾五両ト 九匁六分六厘 飯米七十八俵

麦六石九斗 （７２）

二口

〆 金千六拾壱両ト 百四匁三分七厘 （７３）

指引

〆 金弐千四百廿壱両ト 拾三匁八厘 （７４）

当改賣上ケ惣〆高

一 金三千百七拾五両弐分ト 五匁壱分九厘

（７５）

古酒 三百拾石弐斗二升五合 （７６）

新〃 四十七石八斗七升七合 （７７）

正油 四百七十七石一斗五升 （７８）

正中 十七石六斗四合 （７９）

米 千八十五俵 （８０）

大豆 二百六十六俵 （８１）

小麦 七十一俵 （８２）

小豆 廿俵 （８３）

大麦 百十五俵 （８４）

酢味噌ひへかす糠品々〆 （８５）

指引 〆 金七百五拾四両壱分ト 七匁壱分壱厘

（８６）

諸入用

一 金廿九両三分ト 四十六文 諸入用〆 （８７）

一 金九両ト 八百廿二文 諸駄ちん〆 （８８）

一 金六拾五両ト 九匁六分六厘 飯米七十八俵

大麦六石九斗 （８９）

一 金六拾五両壱分ト 拾壱匁壱分 薪買入〆

（９０）

一 金七両ト 弐百八十文 車屋四軒払〆 （９１）

一 金六両壱分ト 七百六十六文 普請方払〆

（９２）

一 金壱両也 大工払〆 （９３）

一 金九両弐分弐朱ト 弐匁四分六厘 七百六十

文 桶屋払方〆 （９４）

一 金四両三朱ト 弐貫五百十弐文 普請日用方

払方 （９５）

一 金五両壱分ト 三百十弐文 縫物師払〆

（９６）

一 金拾四両弐分弐朱ト 五匁六百廿六文 調物

払方〆 （９７）

一 金三拾五両壱分弐朱ト 壱厘 酒樽買入〆

（９８）

一 金七拾九両三分ト 五百十四文 正油樽買入

〆 （９９）

一 金三両壱分一朱ト 弐百卅八文 薬礼〆

（１００）

一 金廿弐両弐分ト 八百五拾六文 蔵日用十七

人払方 （１０１）

一 金廿六両弐分三朱ト 十八文 若者十一人か

し （１０２）

一 金三両三分也 地代渡し （１０３）

一 金五拾両也 給金引当 （１０４）

一 金五両壱分ト 拾弐匁九厘 店諸色払

（１０５）

一 金四拾五両壱朱ト 八匁弐分三厘 同取替払

方〆 （１０６）

廿口

〆 金四百八拾七両三分弐朱ト 四拾八匁五分五

厘 七貫七百六十六文 （１０７）

六九 為金 四百八拾九両三分ト 三匁六分壱

厘 （１０８）

無尽覚

一 金七両弐分 新融通かけ金 （１０９）

一 金壱両弐朱ト 拾三貫百九十二文 大成講か

け金 （１１０）
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一 金拾七両ト 五匁六厘 善照寺無尽十四番目

迄かけ金 （１１１）

一 金六両弐分弐朱ト 六百五十七文 車屋無尽

五番目迄かけ金 （１１２）

〆

�利取遣り

覚

戌九月�二月迄

一 三貫拾五匁一分五厘 へ入分 （１１３）

内 七百五十八匁二分三厘 遣り分 （１１４）

〃〆 弐貫弐百五十六匁九分二厘 取入分 （１１５）

二月�八月迄〆

一 弐貫八百三十八匁四分一厘 へ入取分

（１１６）

内 六百十六匁壱分七厘 遣り分 （１１７）

〃〆 弐貫弐百廿弐匁弐分四厘 取分 （１１８）

弐七
（ママ）

〆 四貫四百七拾九匁一分七厘 （１１９）

此金 七拾四両弐分ト 九匁壱分六厘 （１２０）

右 へ受取候分也

以上が帳簿内の記述であり，裏表紙には「�
店」と記されている。「小田原店勘定細見帳」

の差出しは，このように「�店」もしくは
「 店」「 店�店立合」などとなっている。
この年は宛先の記載がないが，記載がある場合

は「御本家様」と記されている３９。

「勘定細見帳」は，①「覚」と「内」による

資産負債勘定の部，②「訳書」と「諸入用」に

よる収益費用勘定の部，③「無尽之覚」による

講の部，④「 利取遣り覚」による利息の部

の４部で構成されている。以下，個々の内容に

ついて立ち入って見ていく。

①「覚」と「内」

（１）～（１８）は現物資産で，酒，米，小麦，小

豆などの醸造品および商品在庫である。１８口あ

る在庫の合計（１９）は９９６両ト９４匁７分１厘で，

醤油が５４３両を占めている。なお，醤油在庫が

全体のかなりの部分を占める傾向は，幕末にお

いても同様である。たとえば文久２年上期

「覚」によると，現物資産総額は１，２４３両ト７

匁３分９厘であり，醤油諸味と生揚醤油は計７３０

両余を占めている。次の（２０）～（２６）は金融資産

である。御殿場酒店への醤油貸しや本店への預

け金，近隣への貸金などが含まれている。現金

は少ない。現物資産合計と金融資産合計を合算

したのが１，２５６両１分３朱ト１０３匁５分５厘（２７）

で，これが資産合計となる。

次に「内」の見出しをもって始まるのが負債

である。冒頭に記されている元手金５００両（２８）

は明治５年まで継続して同額が計上されてい

る。本店からの借入れが（２９）と（３０）で，合わせ

て３９４両余になる。他に主な負債は普請引当て

の１００両（４１）である。その他は商人からの木綿

代，大豆代，酒代などの借入れや日雇い代がそ

の内容となっている。給金引当ての５０両（４３）

は，「訳書」の「諸入用」の部でも記載があり

（１０４），二重計上されている。

資産合計から負債合計を差し引いて，７２両ト

１０匁３分１厘（４６）を計上しており，それが「過

上徳」とされ，すなわち純資産である。次の

「此所本家へ為登金」７２両（４７）は，本家への上

納金額を書出したものである。このように為登

金は毎年上期に純資産の算出をもとに計上され

ている。これについては後述する。

（４８）から（５４）は酒の在庫高を把握するための

記述といえる。前期造高，前期買入高，当期造

高の合計をまずだし，そこから売高と当期在庫

の合計を差し引いて「さし引き うり出し」と

して酒の在庫高を算出している。ここでは焼酎

の売高（５５）も追記している。

売掛金は「覚」に含めず別立てとしており，

３９ 他の年では，差出しと宛先は，駿州 店改→江州日
埜御本家様（天保４年下期），�店→山中御本家様
（天保５年下期）， 店�店立合改→江州御本家様
（天保６年上期）などのように表記されている。
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「掛方」（５６）～（５９）がその記述である。ここで

はまず売掛金合計（５６）を示し，次に対前年増減

額１４７両（５７）を記している。

②「訳書」と「諸入用」

次は「訳書」と「諸入用」の部で，収益費用

勘定に相当する。「訳書」ではまず，期主在庫

である「酒正油米大豆品々有物」９９３両２朱ト

９５匁３分（６０）を書き出す。これは天保９年上期

の「勘定細見帳」の現物資産の総額と一致す

る。続いて米，大豆，小豆など，原料および商

品の仕入実数と金額を記載している。この合計

が３，４８１両１分３朱ト１５１匁２分（７０）である４０。

次の９９６両ト９４匁７分１厘（７１）は期末在庫で

（１９）と一致する。奉公人の衣食住は店の負担と

なる。よって，飯米７８俵と麦６石９斗の合計額

６５両ト９匁６分６厘（７２）の食費は自家消費であ

り，奉公人の労賃である。そして期末在庫（７１）

と自家消費（７２）を合算して１，０６１両ト１０４匁３分

７厘（７３）が記載されている。この（７０）から（７３）

を差し引いた２，４２１両ト１３匁８厘（７４）が，売上

原価に相当する。（７５）は売上高で，以下，（８５）

まで売上品名が列挙される。その内容は，酒，

醤油，焼酎，米が中心で，他に，大豆，小麦，

小豆，大麦などあることから，醸造品と原料の

両者を販売品として扱っていたことがわかる。

なお，それらは実数のみが書き上げられ，それ

ぞれの金額明細は記載されていない。「指引

〆」は売上高（７５）から売上原価（７４）を差し引い

た７５４両１分ト７匁１分１厘（８６）で，これが売

上総利益となる。

（８７）～（１０８）は「諸入用」で販売原価以外の

費用にあたる。諸入用，諸駄賃のあとに，再び

飯米と大麦の労賃が６５両ト９匁６分６厘（８９）と

記載され，（７２）と二重計上となっている。費用

の内訳は，酒および醤油醸造の設備投資，人件

費，本店との差し引きで構成されている。これ

ら２０口を合算すると計４８７両３分２朱ト４８匁５

分５厘ト７貫７６６文（１０７）となり，銭の値を銀に

換算して算出しなおしたのが次の４８９両３分ト

３匁６分１厘（１０８）である。なお，この天保１０

年上期は売上総利益から費用合計を差し引きし

た営業利益を算出していない。「小田原店勘定

細見帳」では営業利益の記載がないのが通例で

あり，営業利益を算出しているのは，天保６年

上期，弘化２年上期，安政４年下期，安政５年

下期，安政６年下期，万延元年（１８６０）下期の

みである。

③無尽之覚

（１０９）～（１１２）は無尽講への掛金である。な

お，幕末には難村講や手段講への掛金などもみ

られる４１。小田原藩はこうした無尽講や頼母子

講の類によって，集金した金の一部を利殖にま

わし，資金拡大を目指す政策をとっていた４２。

④ 利取遣り覚

前年９月～当年２月の本店への支払利息３貫

１５匁１分５厘（１１３）から，同じく前年９月～当

年２月の本店預り利息７５８匁２分３厘（１１４）を差

し引いたのが，２貫２５６匁９分２厘（１１５）であ

る。当年２月～８月の本店への支払利息２貫８３８

匁４分１厘（１１６）から同じく当年２月～８月の

本店預り利息６１６匁１分７厘（１１７）を差し引いた

のが，２貫２２２匁２分４厘（１１８）である。そして
（ママ）

（１１５）と（１１８）の合計が４貫４７９匁１分７厘（１１９）

となり，更にこれを金に換算しなおして７４両２

分ト９匁１分６厘（１２０）を記載し，これが最終

的に本店に支払う利息合計金額となる。

以上にみた帳簿形式は下期も同様の記載方式

を採っており，天保から少なくとも明治初期に

至るまで一貫して同じ形式で記述されている。

４０（７０）は計算上，５厘がつくはずである。（７４）の計算
は正しいので，原史料での書き忘れとみられる。

４１ たとえば文久３年上期では「御上様へ難村講かけ
〆」として４５両が記載されている。

４２ 『小田原市史』通史編近世（１９９９），９２６―９２８頁。
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（２）「小田原店勘定細見帳」の特徴

「小田原店勘定細見帳」は資産負債勘定と収

益費用勘定を備えた複式帳簿の形式を採用して

いるが，売掛金が「覚」に含まれていない。ま

た，既述したように，給金引当てを資産負債勘

定と収益費用勘定の両方に重複記載しており，

労賃の一種である飯米，麦も，「訳書」と「諸

入用」の両方に二重に記載されている。給金引

当てについていうならば，費用として認識する

一方，負債としても認識していたのであり，こ

のような重複記載は，複式帳簿として未熟であ

るというより，帳簿記述者あるいは経営者の認

識把握の二重性を示している。なお，給金引当

ての重複記載は「小田原店勘定細見帳」では明

治５年上期まで重複記載されており，「御殿場

酒店勘定細見帳」にも見られる４３。

次に指摘しうる特徴は，「訳書」の情報量の

豊富さである。通常は買入れから売上げを差し

引いた粗利のみを記載するが４４，買入高の内訳

実数，金額，総額，売上高の内訳実数と総額も

記載している４５。ただし売上内訳金額の記載は

ない。

更に注目すべき点は，下期の「勘定細見帳」

はいわば中間決算であり，翌年上期が本決算と

なっていることである。買入期間についての記

載表記をみると，天保９年下期の「勘定細見

帳」では，「十月改後�」とあり，翌天保１０年
上期では「戌冬�当改迄買入〆」となってい
る。一方，売上期間においても，たとえば天保

１３年下期は「寅十一月改�卯三月十日迄」とあ
り，天保１４年上期では「寅十一月改後�卯九月
廿五日迄」となっている。このように，下期の

帳簿は半年分を記載したもので，次の上期は下

期を含めた一年分が記載されている。すなわ

ち，上期が本決算で下期はその途中経過を示す

中間決算に相当している。このことは，下期の

売上合計額や，原料，商品仕入れ実数，酒の造

高が，翌年上期を上回ることがない点によって

傍証される。

なお，小田原店と同様，年二回決算の御殿場

酒店の「勘定細見帳」もまた，下期が中間決算

で，翌年上期が本決算となっている。一方，本

店，伊豆店，沼津 店は年一回決算であるた

め前述の二店とは異なる。年二回決算を行う店

は中井源左衛門家後野糸店４６，西川甚五郎家江

戸店４７など他家にもしばしばみられるが，中間

決算，本決算の決算方式を採用している商家の

例は非常に珍しい。なお，日野商人，矢尾喜兵

衛家「店御帳」は年一回決算である４８。また，

灘の嘉納治郎右衛門家「総勘定帳」（損益計算

書），「店卸帳」（貸借対照表）も年一回決算で

ある４９。伊丹の小西新右衛門家でも，本家「勘

定帳」「酒見味醂勘定帳」も，また小西家の江

戸店である小西屋利右衛門店の決算簿「諸勘定

之覚」も，年一回決算である５０。

４ 小田原店における経営動向

第２章では山中家の出店四店舗を概観し，更

に第３章で小田原店に照明をあて，天保１０年上

期の勘定帳に焦点を絞り込んでこれを子細に検

討した。本章では天保４年下期から明治５年上

期の「小田原店勘定細見帳」を分析し，小田原

店の史的経営動向を探る。まず，小田原店にお

ける原料および商品の仕入れ，生産，販売を，

４３ 天保８年下期から文久２年上期。
４４ たとえば，長井嘉左衛門家大和屋九郎左衛門店「算
用目録」における「利」の項では粗利のみが記載さ
れている。

４５ 遠州三ヶ日で酒造業を展開した日野商人，階堂家の
「店卸勘定帳」でも同様の記述方法がみられる。し
かし日野商人に広く特徴的な記述方法であるといえ
るか否かは，更に豊富な個別事例を必要とする。

４６ 小倉栄一郎によると，中井源左衛門家後野糸店で
は，１２月と新糸の出廻る前の５月の二回に分けて店
卸を行い，年二回決算であった。しかし主力である
仙台店やその出店，枝店は，年一回決算である（小
倉栄一郎（１９６２），１４３頁）。

４７ 賀川隆行（２００２），１８―４８頁。
４８ 末永國紀（２００３）。
４９ 柚木学（１９７５），２２７―２４０頁。
５０ 賀川隆行（１９９７），１０―５２頁。
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酒売高

醤油売高

特に酒や醤油の推移に注意を払いながらその特

徴的傾向をみる。次にこれを収益費用勘定にお

ける収支の変化を通して確認することで，小田

原店の経営動向の特質を明らかにする。

（１）仕入れ・醸造・販売の推移

第２章の〈表２〉および〈表３〉でみたよう

に，小田原店の取扱い品目を大別すると，醸造

品と，穀類などの原料品がある。穀類に関して

は，大量の米販売を行っていることが明らかに

なった。

醸造品の仕入れには，酢や味醂も含まれてい

る。これらの仕入れは継続的であるが，販売に

ついてみると，酢は慶応３年下期以降，味醂は

天保１３年，弘化３年，弘化４年の各下期のみに

限られている。いずれも自家消費用以上の仕入

量とみられるが，どこに渡ったのか不明であ

る。なお，酢と同様，幕末から販売がはじまっ

た商品に粉糠がある。粉糠は御殿場酒店では天

保期より販売がみられるが，小田原店において

は文久２年下期が最初であり，以降，明治初期

までほぼ継続して販売している。もっとも売高

実数の上では，粉糠も酢も他店に比して少量に

とどまっている。焼酎は天保１０年，天保１１年，

万延元年から慶応３年までは，買高と売高がお

およそ一致しているので，少なくともこの間の

製造は殆どなされなかったか，僅かであったと

みられる。

次に，酒と醤油の売高の推移を示したのが，

〈図２．小田原店の酒売高と醤油売高〉であ

る。この図が示すように，天保期においては，

醤油は概ね酒の販売量を上まわっている。安政

期以降は酒売高が醤油売高を常時越え出てい

る。小田原店において醤油の買入れはないの

で，売高量はすなわち醸造量であると考えてよ

い。醤油醸造と販売が，小田原店において見過

ごすことのできない生産と営業の一つであった

ことが，ここから浮かび上がる。以下ではま

ず，醤油醸造に必要な大豆，小麦，塩の仕入れ

と販売を見ることにし，次に酒造高の推移を米

の買高，売高，米価などの面から検討する。

醤油売高と共に，大豆，小麦，塩の買高の推

移を示したのが〈図３．小田原店の醤油売高と

大豆・小麦・塩買高〉である。一貫して大豆が

図２．小田原店の酒売高と醤油売高
（出所）「小田原店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
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小麦よりやや多い買入量で推移している。塩

は，大豆よりも多く仕入れている５１。特に弘化

元年に３，２００俵を超えており，何故突出した塩

の仕入れを行ったのか理由は不明である。小田

原店では他店舗と異なり，若干の例外はあるも

のの，塩の販売は殆どない。塩の仕入れは醤油

醸造以外の目的も考えられ，更に検討が必要で

ある。嘉永から安政期にかけて，大豆，塩，小

麦のすべてが比較的安定した推移をみせてい

る。この時期は，醤油の売高が約５５０石から６５０

石のあいだを維持している。しかし万延元年に

一度落ち込み，慶応２年に対前年高で１５９石減

少して以降，明治初期に至るまで低調な推移に

とどまった。

次に酒造高を抽出したのが〈表６．小田原店

酒造高実数〉である。弘化期から安政期にかけ

て，醸造高は安定している。殊に安政２年は６１６

石６斗７升を数え，小田原店における最大の醸

造量となる。しかしながら，文久２年には２７２

石４斗に落ちる。翌年ただちに回復するもの

の，慶応３年には８６石７斗６升まで激減する。

次に，酒造高の推移を，酒の買高，売高の推

移と重ね合わせたのが，〈図４．小田原店の酒

造高・酒買高・酒売高〉である。また，小田原

店における米買高，米売高，米相場（金換算）

の推移と共に一石あたりの米の購入価格を買高

と実数から算出して示したのが，〈図５．小田

原店の米買高・米売高と米相場・一石価格〉で

ある。天保期は幕府による酒造制限令が頻繁に

出された時期である。天保７年の大飢饉は小田

原においても深刻な打撃を与え，〈図５〉から

も確認されるように，米相場の高騰を招いた。

小田原店が仕入れた米の一石価格も，同様に騰

貴している。天保７年８月１２日「御配布廻り写

し（幕府より酒造制限令の通達）５２」は，「諸国

酒造之儀三分之一減石可致旨」が通達されたこ

とを示しており，これらの影響により，小田原

店の天保８年の酒造高は８３石４斗に落ち込ん
５１ 小田原店の醤油製法は不明だが，たとえば谷本雅之
によれば，嘉永期のヤマサ醤油の製法では，小麦と
大豆を１対１の割合で混合し，塩の分量は「上」で
は小麦，大豆と同量で，「上」より品質の劣る「次」
ではそれを上まわる（谷本雅之（１９９０），２５３頁）。 ５２ 御殿場市立図書館所蔵。

図３．小田原店の醤油売高と大豆・小麦・塩買高
（出所）「小田原店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
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だ。安政２年における酒造高の多さは，安政元

年の米の買高がこの時期の最大量３，８８０俵に達

していることを受けての上昇であることが確認

できる。と同時に，安政元年の米の売高は２，３０４

俵余で，やはり大きな伸びを示している。仕入

れた米は，例外的な年があるものの，およそ５

割が売りにまわされ，５割が酒造用に使われた

とみられる。なお嘉永元年は米の買高が突出し

ている。米価に目立った変動はなく，なぜこの

年に大量の米を仕入れたかは検討を要する。

元治元年（１８６４）上期の帳簿が残っていない

ため，この年の米の買高などについて確認でき

ないが，翌慶応元年の酒造高は５５９石７斗であ

る。したがって，元治元年の米の買高は相当量

あったであろうと推測される。しかしながら，

慶応３年に酒造高は最少量の８６石７斗６升まで

激減する。なおこの年は「酒造減石御改ニ付中

間入リ用割合出ス分」として３５両２分２朱ト１

匁４分の支出が計上されている。前年の慶応２

年の米の買高は１，２２５俵２斗５升で，これは天

保８年に次ぐ低さである。これほどに仕入れが

激減したのは，米価の高騰によるものといえ

る。小田原店における一石あたりの米買入価格

でみると，〈図５〉にみるように，慶応２年は

前年より約２倍上昇したことがわかる。しかし

売上合計金額も，前年より１．７８倍増加してい

る。その原因は，米や大豆の売上げ実数が増大

したためである。酒造高を天保期から明治初期

まで長期的に眺めてみると，酒造高と米の買

高，売高はほぼ連動しており，既述したよう

に，幕末，殊に慶応２年における米価の大騰貴

を受けた年の酒造高は，わずか８６石にまで落ち

込まざるをえなかった。

明治４年には酒造高が上昇に転じる。しかし

営業利益は，明治４年マイナス１，４０３両１分ト

１０匁７分２厘から，明治５年マイナス１，８８４両

２分ト８匁８分６厘の大幅赤字（計算値）とな

る。収支の推移については次節で詳述する。

（２）収益費用勘定における収支の推移

天保６年から明治５年の収益費用勘定を示し

たのが〈表７．小田原店収益費用勘定〉であ

る５３。天保１１年から弘化元年のあいだは，天保

１２年をのぞき営業利益はマイナスである。殊に

天保１３年はマイナス３３０両２分ト７匁６分（計

算値）と大幅赤字であるが，これは酒樽の買入

５３ 天保４年および天保５年の現存する「小田原店勘定
細見帳」は下期のみであるため，天保６年から数表
化した。〈表８．小田原店資産負債勘定〉についても
同様である。

表６．小田原店酒造高実数

会計年 石 斗 升 酒造制限令
天保６年 ３１０ ８ ０ 制限令
天保７年 ３４０ ４ ０
天保８年 ８３ ４ ０ 制限令
天保９年 ２７１ ２ ５ 制限令
天保１０年 １８２ ７ ２ 制限令
天保１１年 ２６７ ８ ０ 制限令
天保１２年 ３１８ ４ ９ 制限令
天保１３年 ３３７ ４ ６ 制限令
天保１４年 ２９１ １ ７
弘化元年 ３７７ ５ ０
弘化２年 ４１０ ３ ６
弘化３年 ４０９ ６ ０
弘化４年 ４１０ ２ ０ 制限令
嘉永元年 ４２９ ２ ５
嘉永２年 ４０６ ８ ０
嘉永３年 ４７９ ６ ０ 制限令
嘉永４年 ４５４ ７ ０
嘉永５年 ４６０ ２ ０
嘉永６年 ５０４ １ ０ 制限令
安政元年 ５１３ ６ ０
安政２年 ６１６ ６ ７
安政３年 ５７７ ５ ０
安政４年 ５７９ ５ ０
安政５年 ５１４ ２ ０
安政６年 ４５７ ５ ０ 制限令
万延元年 ４４３ ３ ０ 制限令 ９月 諸国鑑札高之三分之二造
文久元年
文久２年 ２７２ ４ ０ 制限令
文久３年 ４３０ １ ０ 制限令
元治元年
慶応元年 ５５９ ７ ０
慶応２年 ４１８ ７ ０ 制限令 ２月 諸国鑑札高之三分之一造
慶応３年 ８６ ７ ６ 制限令 ９月 諸国鑑札高之三分之一造
明治元年 ２４５ １ ０
明治２年 ３０４ ６ ０
明治３年 ２５９ ６ ０
明治４年 ４０９ ５ ０
明治５年 ４０９ ９ ０

（出所）「小田原店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。柚
木重三（１９４０），「酒造制限令一覧年表」１６１－１６９頁。

（註） ��は帳簿がないことを示す。
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れ４８両余と醤油樽の買入れ８６両余の固定設備へ

の支出が原因とみられる。この固定設備への投

資が天保後期から嘉永期にかけての酒造高，醤

油醸造高の上昇へと繋がる一因であると考えら

れる。

嘉永５年に３，８１７両１分ト５匁４分８厘で

あった売上高は，嘉永６年に５，５１５両３分ト８

匁３分となり大きな飛躍をみせた。これは米の

図４．小田原店の酒造高・酒買高・酒売高
（出所）「小田原店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。

図５．小田原店の米買高・米売高と米相場・一石価格
（出所）「小田原店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。三井家編纂室編『自天明七年至明治四年大阪金銀米銭并為

替日々相場帳』２（１９１６），附表。
（註） 『自天明七年至明治四年大阪金銀米銭并為替日々相場帳』附表の米相場は銀表記であるため，同表の金相場

平均値から金に換算し，米相場平均値とした。
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１２
９
．８
４

６５
２
．３
．０

６
．３
９

１
，２
７２
．１
．０

１２
３
．４
５

１
，７
４０
．２
．０

１１
．５
０

４６
６
．１
．０

８
．０
５

４１
４
．１
．３

１
．４
２

５１
．３
．２

２
．８
８

天
保
７
年

２
，１
００
．３
．２

１６
８
．９
２

７８
５
．１
．３

８８
．９
２

１
，３
１５
．１
．３

８０
．０
０

１
，８
７６
．３
．０

１
．２
５

５６
０
．０
．０

０
．０
０

５２
９
．３
．０

１２
．４
８

３０
．０
．０

２
．５
２

天
保
８
年

２
，３
４４
．０
．２

１６
５
．７
０

７５
６
．０
．０

２４
．６
４

１
，５
９０
．１
．０

１３
．５
６

１
，９
７９
．１
．０

１２
．３
１

３８
８
．３
．０

１３
．７
５

３４
０
．１
．０

１３
．３
８

４８
．２
．０

０
．３
７

天
保
９
年

３
，６
３８
．３
．２

３８
０
．５
６

１
，０
５８
．２
．２

１０
２
．１
１

２
，５
８０
．１
．０

２７
８
．４
５

３
，６
６７
．１
．０

３
．２
２

１
，０
８２
．１
．０

９
．７
７

４４
９
．０
．０

１１
．６
０

６３
３
．０
．０

１３
．１
７

天
保
１０
年

３
，４
８１
．１
．３

１５
１
．２
０

１
，０
６１
．０
．０

１０
４
．３
７

２
，４
２１
．０
．０

１３
．０
８

３
，１
７５
．２
．０

５
．１
９

７５
４
．１
．０

７
．１
１

４８
９
．３
．０

３
．６
１

２６
４
．２
．０

３
．５
０

天
保
１１
年

２
，５
８４
．０
．０

１５
１
．４
７

９８
３
．０
．０

８１
．７
６

１
，６
０１
．０
．０

６９
．７
１

２
，０
００
．３
．０

０
．１
４

３９
８
．２
．０

５
．４
３

４９
４
．０
．３

１
．７
７

△
９５
．２
．０

７
．５
９

天
保
１２
年

２
，１
２９
．０
．０

１２
８
．５
５

７３
３
．３
．０

５０
．３
９

１
，３
９５
．１
．０

７８
．１
６

１
，９
０２
．３
．０

４
．８
９

５０
６
．１
．０

１
．７
３

４６
４
．０
．２

１
．４
０

４２
．０
．２

０
．３
３

天
保
１３
年

３
，２
１０
．３
．０

３
．９
５

７９
６
．２
．０

１３
．１
０

２
，４
１４
．０
．０

５
．８
５

２
，６
２８
．３
．０

１０
．６
８

２１
４
．３
．０

４
．８
３

５４
５
．１
．０

１２
．４
３

△
３３
０
．２
．０

７
．６
０

天
保
１４
年

２
，７
７６
．１
．０

３
．７
９

９６
３
．２
．０

１４
．６
０

１
，８
１２
．２
．０

４
．１
９

２
，１
８４
．０
．０

２
．２
７

３７
１
．１
．０

１３
．０
８

３９
６
．１
．０

５
．１
５

△
２４
．３
．０

７
．０
７

弘
化
元
年

３
，４
８７
．２
．０

１
．０
８

８２
８
．３
．０

１１
．７
７

２
，６
５８
．２
．０

４
．３
３

３
，１
４９
．２
．０

１２
．２
５

４９
１
．０
．０

７
．９
２

５０
８
．０
．０

４
．９
０

△
１６
．３
．０

１２
．９
８

弘
化
２
年

３
，７
５２
．３
．０

１４
．４
３

７２
４
．０
．０

３
．０
０

３
，０
２８
．３
．０

１１
．４
３

３
，７
６３
．０
．０

５
．３
２

７３
４
．０
．０

８
．８
９

５６
０
．１
．０

０
．４
７

１７
３
．３
．０

８
．４
２

弘
化
３
年

４
，１
１６
．０
．０

６４
．３
３

８１
２
．２
．０

４
．５
３

３
，３
０４
．１
．０

１４
．８
０

４
，２
０８
．０
．０

０
．８
４

９０
３
．２
．０

１
．０
４

７０
５
．３
．０

７
．５
３

１９
７
．２
．０

８
．５
１

弘
化
４
年

３
，１
０１
．３
．０

５
．３
５

７４
２
．２
．０

１
．９
３

２
，３
５９
．１
．０

３
．４
２

３
，０
８８
．１
．０

０
．３
３

７２
８
．３
．０

１１
．９
３

４８
１
．３
．０

５
．９
１

２４
７
．０
．０

６
．０
２

嘉
永
元
年

４
，３
４８
．０
．０

４
．６
９

１
，１
８５
．２
．０

６
．０
２

３
，１
６２
．１
．０

１３
．６
７

４
，０
００
．１
．０

１
．９
０

８３
７
．３
．０

３
．２
３

６２
３
．２
．０

２
．６
６

２１
４
．１
．０

０
．５
７

嘉
永
２
年

４
，０
６５
．３
．０

１
．７
９

１
，２
９６
．１
．０

１
．５
８

２
，７
６９
．２
．０

０
．２
１

３
，６
９４
．１
．０

３
．１
１

９２
４
．３
．０

３
．０
０

６０
３
．１
．０

３
．６
６

３２
１
．１
．０

１４
．３
４

嘉
永
３
年

４
，１
２１
．２
．０

１２
．４
７

１
，１
５８
．３
．０

２
．８
４

２
，９
６２
．３
．０

９
．６
３

４
，２
６３
．２
．０

３
．６
３

１
，３
０７
．２
．０

９
．０
０

５８
５
．０
．０

４
．７
２

７２
２
．２
．０

４
．２
８

嘉
永
４
年

４
，４
７２
．３
．０

９
．６
３

１
，４
９９
．２
．０

２
．０
４

２
，９
７３
．１
．０

７
．５
９

４
，４
６８
．１
．０

８
．８
６

１
，４
９５
．０
．０

１
．２
７

７０
９
．３
．０

１１
．４
８

７８
５
．０
．０

４
．７
９

嘉
永
５
年

３
，３
４４
．３
．０

９３
．７
４

１
，１
９１
．１
．０

８
．１
２

２
，１
５４
．３
．０

１０
．６
２

３
，８
１７
．１
．０

５
．４
８

１
，６
６２
．１
．０

９
．８
６

６５
８
．２
．０

１３
．３
８

１
，０
０３
．２
．０

１１
．４
８

嘉
永
６
年

４
，５
０４
．１
．０

８７
．４
２

９７
０
．３
．０

８５
．８
２

３
，５
３３
．２
．０

１
．６
０

５
，５
１５
．３
．０

８
．３
０

１
，９
８２
．１
．０

６
．７
０

７６
４
．０
．０

９
．８
４

１
，２
１８
．０
．０

１１
．８
６

安
政
元
年

４
，５
９８
．２
．０

６１
．７
９

１
，０
８８
．１
．０

５
．９
７

３
，５
１１
．０
．０

１０
．８
２

４
，５
７３
．３
．０

１２
．４
０

１
，０
６２
．３
．０

１
．５
８

７７
２
．１
．０

９
．２
１

２９
０
．１
．０

７
．３
７

安
政
２
年

３
，９
１８
．２
．０

５５
．３
１

１
，１
８１
．０
．０

１４
．０
８

２
，７
３８
．０
．０

１１
．２
３

４
，０
４０
．０
．０

１２
．０
６

１
，３
０２
．０
．０

０
．８
３

８３
５
．３
．０

０
．３
２

４６
６
．１
．０

０
．５
１

安
政
３
年

４
，０
４１
．０
．０

８６
．２
９

１
，１
８８
．１
．０

１４
．３
１

２
，８
５３
．３
．０

１１
．９
８

３
，８
０３
．０
．０

１１
．２
３

９４
９
．０
．０

１４
．２
５

７４
５
．２
．０

１２
．５
３

２０
３
．２
．０

１
．７
２

安
政
４
年

３
，３
０１
．０
．０

４１
．４
７

１
，２
８４
．０
．０

１１
．３
８

２
，０
１７
．０
．０

３２
．０
９

３
，５
３５
．０
．０

２
．３
１

１
，５
１７
．２
．０

０
．２
２

７３
９
．２
．０

３
．０
７

７７
７
．３
．０

１ ２
．１
５

安
政
５
年

４
，５
３０
．１
．０

７２
．６
５

１
，５
６５
．１
．０

７
．１
９

２
，９
６６
．０
．０

５
．４
６

４
，１
８９
．０
．０

１４
．７
２

１
，２
２３
．０
．０

９
．２
６

８５
１
．１
．０

８
．８
９

３７
１
．３
．０

０
．３
７

安
政
６
年

３
，３
０９
．１
．０

１４
．３
１

１
，０
４３
．０
．０

１０
．７
７

２
，２
６６
．１
．０

３
．５
４

３
，６
４０
．２
．０

１１
．４
０

１
，３
７４
．１
．０

７
．８
６

６８
７
．１
．０

７
．６
１

６８
７
．０
．０

０
．２
５

万
延
元
年

４
，４
３５
．０
．０

１４
．７
３

１
，５
９６
．１
． ０

１４
．４
９

２
，８
３８
．３
．０

０
．２
４

４
，０
５９
．２
．０

１３
．９
０

１
，２
２０
．３
．０

１３
．６
６

８９
５
．２
．０

９
．０
２

３２
５
．１
．０

４
．６
４

文
久
元
年

文
久
２
年

３
，８
７３
．０
．０

５
．３
８

１
，２
４３
．０
．０

７
．１
９

２
，６
２９
．３
．０

１３
．１
９

４
，６
０１
．０
．０

１３
．３
４

１
，９
７１
．０
．０

１４
．９
５

９２
５
．２
．０

４
．０
０

１
，０
４５
．２
．０

１０
．９
５

文
久
３
年

３
，７
７０
．３
．０

１３
．９
９

１
，２
０８
．２
．０

１１
．５
８

２
，５
６２
．１
．０

２
．４
１

４
，４
９８
．３
．０

４
．１
３

１
，９
３６
．２
．０

１
．７
２

９９
０
．３
．０

１１
．１
８

９４
５
．２
．０

５
．５
４

元
治
元
年

慶
応
元
年

６
，２
１７
．２
．０

５８
．０
６

２
，３
５８
．３
．０

６
．６
４

３
，８
５８
．３
．０

５１
．４
２

７
，２
６２
．１
．０

８
．５
０

３
，４
０２
．３
．０

２
．０
８

１
，８
１９
．０
．０

３
．９
５

１
，５
８３
．２
．０

１３
．１
３

慶
応
２
年

８
，７
５３
．２
．０

９
．０
８

３
，８
５６
．１
．０

９
．８
７

４
，８
９７
．０
．０

１４
．２
１

７
，６
６５
．０
．０

１３
．０
７

２
，７
６７
．３
．０

１３
．８
６

２
，０
７４
．１
．０

１２
．９
７

６９
３
．２
．０

０
．８
９

慶
応
３
年

１４
，５
５６
．１
．０

６
．１
８

３
，５
０２
．２
．０

１
．７
１

１１
，０
５３
．３
．０

４
．４
７

１３
，６
４０
．２
．０

１０
．６
１

２
，５
８６
．１
．０

６
．１
４

１
，９
２５
．０
．０

６
．２
９

６６
１
．０
．０

１４
．８
５

明
治
元
年

９
，４
６１
．０
．０

１０
．２
４

３
，４
８６
．１
．０

１３
．２
５

５
，９
７４
．２
．０

１２
．９
９

９
，９
９６
．０
．０

１
．４
２

４
，０
２１
．１
．０

３
．４
３

１
，９
８４
．１
．０

１２
． ２
４

２
，０
３６
．３
．０

６
．１
９

明
治
２
年

１１
，３
９１
．２
．０

０
．７
９

３
，７
７５
．３
．０

３
．６
７

７
，６
１５
．２
．０

１２
．１
２

１０
，５
７４
．３
．０

４
．５
６

２
，９
５９
．０
．０

７
．４
４

２
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（
出
所
）「
小
田
原
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細
見
帳
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近
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所
蔵
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（
註
）
△
は
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ナ
ス
を
示
す
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原
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が
記
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れ
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い
な
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場
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，
算
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る
場
合
は
計
算
の
う
え
記
載
し
た
。
�
�
は
帳
簿
が
な
い
こ
と
を
示
す
。
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売上げが，７６０俵から１，９３１俵に増えたことによ

る。

売上高は，慶応２年の７，６６５両ト１３匁７厘か

ら慶応３年の１３，６４０両２分ト１０匁６分１厘に上

昇している。この間を売高実数で比較するとお

およそ米３．３倍，酒０．８倍，醤油１．１倍，焼酎０．５

倍，大豆１７．２倍となっているため，売上金の上

昇は，大豆の売高が大幅に伸びたことに起因す

る。

明治初期においては急激な売上高の変化がみ

られ，明治３年１０，４８５両１分ト２匁９分２厘→

明治４年９，０２６両ト４匁６分３厘→明治５年７，７５９

両３分ト２匁４分５厘と下降している。これを

酒売上石高でみると，明治３年４９８石６升４合

→明治４年５５８石３斗１升２合→明治５年８０７石

１升８合と上昇しているので，物価変動の影響

を強く受けた結果であると推測できる。

次に費用合計をみると，文久３年９９０両３分

ト１１匁１分８厘から慶応元年には１，８１９両ト３

匁９分５厘へと倍増する。更にその内訳をみる

と，諸入用，飯米，薪代買入れが文久２年以降

上昇する。酒および醤油の樽買入れの実数は不

明だが，慶応元年は酒樽１５３両余，醤油樽３００両

余で，文久３年より共に２倍以上となってい

る。明治５年の酒樽買入れは３７０両にまでの

ぼった。飯米でみると，文久３年に９５俵８４両で

あったのが，慶応２年に１０５俵２分５厘で２４９両

余となっており，激しい米価高騰がみてとれ

る。更に費用合計をみると，明治３年の２，２０９

両ト１１匁７分から明治４年には３，１５２両２分ト

１０匁４分６厘へと千両近く増えているが，その

内訳でみると，小遣入用１４７両余→２７５両余，飯

米他３９５両余→４６８両余，普請入用６９両余→１０８

両余，酒樽買入９１両余→１９２両余，醤油樽７２両

余→１７２両余，店の者８人１５４両余→７人３２７両

余となっている。あらゆる諸物価が高騰した影

響を如実に受けている。

なお，奉公人の人数を「給金引当」における

「店之者」あるいは「若者」の人数表記から抽

出し，平均値を出していくと，天保期５．８人，

弘化期５．６人，嘉永期７．７人，安政期９．８人，万

延～元治期７．０人，慶応期９．５人，明治初期８．２

人となり，安政期をピークとして平均７．５人ほ

どが従事していたとみられる。天保期から安政

期にかけての人員増加は，酒造高および醤油醸

造高の増加の推移とおおよそ一致している。

５ 小田原店と本家・本店間の資金関係

以下ではまず，小田原店における資産負債勘

定の推移の変化とその要因を探る。次に，資産

負債勘定の中で記述されている元手金，株金，

利息，益金の流れを分析する。前章までは，小

田原店の経営の内部に焦点を絞り込んだが，本

章では小田原店の「勘定細見帳」における資金

の分析を行い，本家や本店とのあいだの資金の

流れという面から捉える。このことにより，出

店の一つである小田原店が，山中家においてど

のような位置づけであったかも検討する。

（１）資産負債勘定の推移

天保６年から明治５年の小田原店の資産負債

勘定を示したのが〈表８．小田原店資産負債勘

定〉である。この期間を純資産の推移から大き

く三つに分け，資産と負債の変化を純資産の推

移から検討する。

天保１０年から弘化元年は純資産低減期であ

る。その要因として，米有物や金融資産の減少

があげられる。たとえば，天保１１年に１５３両

あった米（新内米・新白米・古白米）は，天保

１２年には３７両（御蔵米・同白米）に落ち込んで

いる。また，天保９年１５７両の本店への貸金は

天保１０年には１０６両となり，天保１２年には僅か

１両となった。

弘化から文久期は安定期で資産，負債共に緩

やかな増減を示している。ただし負債額が，弘

化４年８０９両３分ト１３匁３分から翌嘉永元年に

は１，４１３両１分ト１３匁４分３厘に，また安政４
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年１，４０１両ト１匁２分８厘から翌安政５年には

２，０７５両３分ト９匁２分１厘と，前年より５００両

ほど増加している年がある。その原因は，嘉永

元年や安政５年では本店からの借入金が増えた

ためとみられる。なお，嘉永元年はマイナス２

両２分ト２匁５分と，僅かではあるが「ふ足

損」が記され，この年はじめて純資産が赤字に

なった。

一方，慶応期以降の純資産は急増，急減を繰

り返している。慶応元年の資産合計は，文久３

年の約２倍の４，０５４両１分ト１匁２厘になって

いる。これは金融資産の増加に起因している。

その主要因は，店有金銭が１３０両２朱ト４２４貫４８５

文から２８１両２分ト１３９貫９５０文に増え，助郷役

所用達金７００両が加わったためである。翌慶応

２年に，資産合計は更に約９００両増加する。こ

のときの伸びは金融資産ではなく，現物資産の

増加に起因する。古酒は６６両余（２０石）から７９４

表８．小田原店資産負債勘定
会計年 ①現物資産 ②金融資産 ③資産合計（＝①＋②） ④負債合計 ⑤純資産（過上）（＝③－④）

両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁．

天保６年 ６０８．１．０ ９５．８１ ２２３．３．０ ４．８５ ８３３．２．０ １０．６６ ６２５．２．２ ２０．２２ ２０８．０．０ １２．９４

天保７年 ７１３．０．３ ７７．５０ １７５．３．０ ６．７６ ８９０．０．３ ９．２６ ７７１．１．０ ９．５６ １１８．３．０ １０．９５

天保８年 ６７３．２．０ ７１．１８ ５７６．３．０ １７．５１ １，２５１．２．０ １３．６９ ９４１．３．０ １２．６７ ３０９．３．０ ０．１２

天保９年 ９９３．０．２ ９５．３０ ４０６．１．０ ９．７０ １，４０１．０．２ ０．００ ８９８．２．０ ２．１６ ５０２．２．０ ５．３４

天保１０年 ９９６．０．０ ９４．７１ ２６０．２．０ ５．０９ １，２５６．１．３ １０３．５５ １，１８５．３．０ １４．４９ ７２．０．０ １０．３１

天保１１年 ９４３．０．０ ６８．０６ １６３．１．０ １４．６１ １，１０７．２．０ ７．６７ １，０８３．３．０ ０．４２ ２３．３．０ ７．２５

天保１２年 ７００．０．０ ４９．４２ １７１．０．０ ０．６２ ８７１．３．０ ５．０４ ８５４．０．０ ８．６６ １７．２．０ １１．３８

天保１３年 ７４２．３．０ ８３．７１ ２１９．１．０ ６．９６ ９６３．２．０ ０．６７ ９３５．０．０ １２．３３ ２８．１．０ ３．３４

天保１４年 ９３４．０．０ ８８．７１ １６２．３．０ １．３８ １，０９８．１．０ ０．０９ １，０３９．１．０ １２．８５ ５８．３．０ ２．２４

弘化元年 ７７６．１．０ １１２．６５ ２２３．３．０ ７．６１ １，００２．０．０ ０．２６ ９４１．３．０ ９．１４ ６０．０．０ ６．１２

弘化２年 ６６６．３．０ ０．１３ ４４７．２．０ １０．２３ １，１１４．１．０ １０．３６ ７６２．１．０ ７．９２ ３５２．０．０ ２．４４

弘化３年 ７２９．３．０ ６３．２３ ２９９．０．０ １２．５３ １，０３０．０．０ ０．７６ ８８７．０．０ ２．２１ １４３．３．０ １３．５５

弘化４年 ６８９．２．０ ９３．７４ ３７５．１．０ ７．７９ １，０６６．１．０ １１．５３ ８０９．３．０ １３．３０ ２５６．１．０ １３．２３

嘉永元年 １，１０８．３．０ １，０１８．５８ ２８５．０．０ １２．３５ １，４１０．３．０ １０．９３ １，４１３．１．０ １３．４３ △２．２．０ ２．５０

嘉永２年 １，２３６．３．４ ４５８．８０ ２８７．０．０ ５．６１ １，５３１．１．０ １４．４１ １，２６６．１．０ ３．４６ ２６５．０．０ １０．９５

嘉永３年 １，１０８．０．０ １１．８３ ２３１．３．０ ３．６６ １，３４０．０．０ ０．４９ ８６３．１．０ ７．１２ ４７６．２．０ ８．３７

嘉永４年 １，４１５．２．０ １４．８０ ４１４．１．０ １２．１３ １，８３０．０．０ １１．９３ １，３２８．１．０ ３．０４ ５０１．３．０ ８．８９

嘉永５年 １，２２７．１．０ ３．８０ ３９７．０．０ １２．６２ １，６２４．２．０ １．４２ １，２７９．１．０ ０．００ ３４５．１．０ １．４２

嘉永６年 ８８２．２．０ １３．８２ ５５０．１．０ ７．５５ １，４３３．０．０ ６．３７ １，３１６．１．０ ２．１２ １１６．３．０ ４．２５

安政元年 １，０１６．２．０ ４．４７ ３５９．０．０ １２．２０ １，３７５．３．０ １．６７ ９６９．０．０ ６．０４ ４０６．２．０ １０．６３

安政２年 １，１０６．１．０ ５．６４ ４７０．３．０ １１．８２ １，５７７．１．０ ２．４６ １，３９５．０．０ ７．１８ １８２．０．０ １０．２８

安政３年 １，１２１．３．０ ５．９６ ５５４．０．０ ９．５７ １，６７６．０．０ ０．５３ １，４３２．３．０ １３．５８ ２４３．０．０ １．９５

安政４年 １，２０６．０．０ ８．９６ ５５２．０．０ ４．０６ １，７５８．０．０ １３．０２ １，４０１．０．０ １．２８ ３５７．０．０ １１．７４

安政５年 １，４７９．１．０ ７．０４ ７０８．１．０ １２．９０ ２，１８７．２．０ １９．９４ ２，０７５．３．０ ９．２１ １１１．３．０ １０．７３

安政６年 ９６１．１．０ ３．９１ ７０４．１．０ １４．５１ １，６６５．３．０ ３．４２ １，５０８．２．０ １４．５２ １５７．０．０ ３．９０

万延元年 １，５９６．１．０ １４．４９ ７８７．３．０ ８．８６ ２，３８４．１．０ ８．３５ ２，００３．２．０ ９．２２ ３８０．２．０ １４．１３

文久元年

文久２年 １，２４３．０．０ ７．１９ ６４８．３．０ ８．５６ １，８９２．０．０ ０．７５ １，７７７．０．０ １４．６５ １１４．３．０ １．１０

文久３年 １，２０８．２．０ １１．５８ ８５４．０．０ １０．９９ ２，０６２．３．０ ７．５７ １，６１２．３．０ ０．９１ ４５０．０．０ ６．６６

元治元年

慶応元年 １，３３９．２．０ ６１，１６１．６４ １，６９５．１．０ ９．３８ ４，０５４．１．０ １．０２ ２，７０５．１．０ １４．５５ １，３４８．３．０ １．４７

慶応２年 ３，８５６．１．０ ９．８７ １，０９８．３．０ ３．６６ ４，９５５．０．０ １３．５３ ４，３７４．２．０ ２．３５ ５８０．２．０ １１．１８

慶応３年 ３，５０２．２．０ １．７１ １，２６８．１．０ ０．８６ ４，７７０．３．０ ２．５７ ３，１９８．２．２ ２３．８４ １，５７１．３．０ １．２３

慶応４年 ３，４８６．１．０ １３．２５ １，４２１．１．０ １４．４２ ４，９０７．３．０ １２．６７ ３，８６１．０．０ ０．１６ １，０４６．３．０ １２．５１

明治２年 ３，７７５．３．０ ３．６７ １，３１０．１．０ １１．４５ ５，０８６．１．０ ０．１２ ４，０６７．１．０ ０．７２ １，０１８．３．０ １４．４０

明治３年 ４，６１２．２．０ ５４．９３ ２，０１８．２．０ ３．１９ ６，６４０．０．０ １３．１２ ５，０６０．２．０ ３．０７ １，５７９．２．０ １０．０５

明治４年 ５，１９９．２．０ １０．７０ １，６１９．０．０ ４．３６ ６，８１８．３．０ ０．０６ ５，８９９．０．０ ２．０２ ９１９．２．０ １３．０４

明治５年 ３，０９９．０．０ １４．７２ １，４９４．２．０ ８．８７ ４，５９３．３．０ ８．５９ ５，６１４．２．０ １５．８６ △１，０２０．３．０ ７．２７

（出所）「小田原店細見勘定帳」（近江日野商人館所蔵）。
（註） △はマイナスを示す。史料に数値が記されていない場合でも，算出可能である場合は計算のうえ記載した。��は帳簿がないことを示す。

明治３年は①＋②＝③にならないが，原史料の数値をそれぞれ記載した。
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両余（１３５石）に，御殿場酒店からの買入油が

１０５両（３０駄）から２４０両（４０駄）に激増したこ

とが大きい。ただし，実数では１０駄の上昇でし

かない。醤油諸味は慶応元年の５７貫余から慶応

２年の１，４２８両余に急増している。しかし，や

はり実数では３５９石から４００石の僅かな増量でし

かなく，物量そのものの急増よりも，幕末期に

おける物価高騰の影響を受けたためといえる。

負債では，慶応元年から慶応２年にかけて負

債額がほぼ２倍になっているが，「本店差引尻

不足かり」が１，８２８両余から２，８７５両余になり，

また慶応２年には御殿場酒店から「酒代差引か

り」として４６７両余が計上されていることが原

因とみられる。明治２年の負債４，０６７両１分ト

７分２厘が，翌明治３年に５，０６０両２分ト３匁

７厘と増えたのは，「本店�差引ふ足かり」が
２，７０６両余から３，３５７両余に増えたこと，岩原村

庄兵衛からの借金が，明治２年の１５８両（大豆

代）から，翌明治３年は４００両（切手代）に上

がったこと，「蔵のもの給金預り」が５０両（３

人）から９１両余（５人）に増えたことに起因す

る。更に，明治３年より翌明治４年に負債が８３９

両余増えたのは，「本店差引不足かり」が３，９３６

両余になり，庄兵衛からの切手米預りが５５０両

に増え，他に「醤油其外酒下落ニ付損金ニ見候

分引」として新たに２００両計上されていること

が原因である。このように，幕末から明治初期

にかけての負債額の増加は，本店との「差引不

足借り」が年々増大し，近隣商人からの借金も

増えたことが主たる要因の一つである。

なお，純資産は明治５年に１，０２０両３分ト７

匁２分７厘の大幅赤字となる。これは前年より

資産が２，０００両以上も落ち込んだためであり，

たとえば酒の在庫が約４分の１以下に減少して

いる。

（２）本家・本店間の資金の流れ

①元手金・株金

日野本家の決算簿の中に宝暦７年（１７５７）か

ら弘化３年の「勘定目録」がある５４。「勘定目

録」は帳簿の前半に本店の資産負債勘定，後半

に日野本家の資産負債勘定を記載し，本店およ

び本家の各純資産を算出したあとで，両者の純

資産を合算し，最後に対前年増減額を算出する

という構成となっている５５。

本店が作成する決算簿は「 店勘定細見

帳」であり，このなかの「正金之覚」の部に各

出店の株金や元手金が記載されている。

以下は，本家，本店，小田原店の各勘定帳に

おける，弘化３年の小田原店の株金および元手

金についての記述部分である５６。

「弘化三年午ノ勘定」

店株金 ３００両

同店元手金 金５００両

「 店勘定細見帳」（正金之覚）

店株金分 金３００両

同店元手金分 金５００両

「小田原店勘定細見帳」（内）

元手金 金５００両

小田原店の株金３００両および元手金５００両は，

本家の勘定帳である「弘化三年午ノ勘定」にお

いて，本店の資産として計上されている。ま

た，本店の「御殿場本店勘定細見帳」の「正金

之覚」においても同額を確認できる。元手金は

「小田原店勘定細見帳」では負債として計上さ

れており，本店からの資金融資となっているこ

５４ 天保２年から弘化３年までは「勘定」。
５５ 本家には「本家勘定目録控」および「本家勘定細見
目録」という帳簿もある（近江日野商人館所蔵）。
「本家勘定目録控」では，まず「覚」で資産，負債
を記し，「徳用物覚」で収益を，「損金物覚」で費用
を記す。次に「目録之覚」の部で，同じ年の「勘定
目録」と同内容を記載している。すなわち「勘定目
録」と，「本家勘定目録控」の「目録之覚」の記載内
容は一致している。

５６ 弘化元年のように株金が「土臺金」と記される年も
ある。「本家勘定細見目録」では文政元年まで 店
の土臺金，文政２年より小田原店の土臺金が計上さ
れる。元手金は文政８年２００両，文政９年３００両，天
保４年以降５００両となる。
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とがわかる。一方「小田原店勘定細見帳」では

株金が負債として計上されていない。弘化３年

に限らず「小田原店勘定細見帳」では，元手金

の記載はあるが株金の記載はない。株金は酒造

株と推測されるが，小田原店の酒造株はあくま

で本店が保有する形を一貫してとっていること

が，以上の史料により確認できる。「 酒店要

用控」において，「一 右酒株借受去ル十月よ

り彼地江出店相始メ申候，然ル處右店之儀末永

ク相続仕候ハヽ永代 本店之附店と仕置相續

可致事」とあるように，小田原店の前身である

店は，本店支配人が酒株諸道具などを関本

村伝蔵から借受けて事業を開始した店で，「永

代 本店之附店」と位置づけられている。し

たがって，酒造株をめぐる本店と 店の関係

性は，小田原移設後も継続していていることが

わかる。なお，御殿場酒店は小田原店と異な

り，「御殿場酒店勘定細見帳」の「内」に，株

金８００両が負債として計上され，本店から資本

融資を受ける関係となっている。

②利息

小田原店は酒造元手金を本店から融資されて

いるが，他に本店とのあいだで商品や金銭の貸

借があり，それらに対して利息が発生していた

とみられる。小田原店の支払利息合計金額は

「小田原店勘定細見帳」に記載されている。小

田原店，本店，本家の各勘定帳における，小田

原店の利息の項を，弘化元年から嘉永２年まで

対照比較したのが〈表９．利息〉である。「小

田原店勘定細見帳」における利息合計の項で

は，支払先が弘化元年，弘化２年のように「本

家へ払分」と記載されている場合もあれば，嘉

永元年およびそれ以降のように「本店へ払分な

り」とある場合もある。そこで利息合計金額

が，本店および本家の勘定帳にどのように記載

されているかを検討する。

小田原店からの利息の記述は，弘化元年から

弘化３年は本店の「店勘定細見帳」の「損徳

覚」には記載されていないが，「本家勘定目録

控」の「徳用物覚」に収益として計上されてい

る５７。また，弘化４年から嘉永２年は「店勘定

細見帳」にも，「本家勘定目録」にも共に記載

がある。したがって，少なくとも嘉永２年まで

は小田原店の利息は，本店を経由して本家に付

け替えられていたと推測できる。

③為登金

為登金とは，小田原店の益金であると考えら

れるが，〈表１０．為登金〉で明らかなように，

為登金が計上されている年は，天保７年，天保

９年，天保１３年，天保１４年，慶応２年以降をの

ぞき，純資産のほぼ全額が為登金となってい

る。「小田原店勘定細見帳」で為登金がどこに

宛てられているかを見ると，天保７年，天保８

５７ 文化１０年から天保４年までの御殿場酒店からの益金
上納については，賀川隆行（２００５），４３頁の指摘があ
る。

表９．利息

会計年 小田原店支払利息 本店受取利息 本家受取利息

両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁． 両．分．朱 匁．

弘化元年 ８２．８．０ ６．３７ 本家へ払分也 ８２．２．１ ０．００ �店利足ニ取分

弘化２年 ５８．３．０ １３．９６ 本家へ上納之分 ５９．０．０ ０．００ �店り足入

弘化３年 ７６．１．０ ９．７５ 払分 ７６．１．２ ０．００ �店り足入

弘化４年 ６４．１．０ １１．８６ へ拂分なり ６４．１．０ １１．８６ �利取 ６４．１．２ ０．００ �店り足入

嘉永元年 ９０．２．０ １０．３１ 本店へ払分なり ９０．２．０ １０．３１ �利足取 ９０．２．２ ０．００ �店り足入

嘉永２年 ８０．３．０ １３．４５ へ拂分 ８５．１．０ ５．１１ �店利足分取 ８５．１．０ ０．００ �店り足入

（出所）「小田原店勘定細見帳」「店勘定細見帳」「本家勘定目録控」（近江日野商人館所蔵）。
（註） 空白は原史料に数値の記載がないことを示す。
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年は本店が受け取り先になっている。一方，天

保１０年，天保１２年，天保１３年，天保１４年，弘化

４年，嘉永４年は「本家へ」と記されている。

このように「小田原店勘定細見帳」の記述を見

る限り，為登先は一定していない。

更に「店勘定細見帳」の「損得之覚」の部に

おける小田原店からの為登についての記載をみ

ると，安政３年～安政６年，文久２年，元治元

年では「 店為登分」の付記を確認できる。

一方，「本家勘定目録控」では，「小田原店勘定

細見帳」で為登金を本家へと記された年におい

ても，それ以外の年においても，為登金につい

ての記述がない５８。なお，御殿場酒店からの為

登については，史料の現存が確認できる文化１０

年から天保５年および天保７年，弘化元年から

嘉永２年，万延元年から文久元年の「本家勘定

細見帳」において，その収益について記述され

る「徳用物覚」の部に，「 店賣だし」「 店

徳」などと金額が記載されている。その金額

は，同じ年の「御殿場酒店勘定細見帳」で記載

された純資産額とほぼ同額である。御殿場酒店

では純資産のほぼ全額を為登金として，本家に

上納していることが確認できる。

そもそも小田原店や本店の勘定帳は本家へ宛

てられたものである。その本家の勘定帳では，

小田原店からの為登金の記載がほぼみられな

い。ということは，「小田原店勘定細見帳」で

は計算値として為登金額を算出し，本店勘定帳

にも記載されはするものの，実際には本家に

渡っていない可能性が考えられる。御殿場酒店

と異なり，為登金として「小田原店勘定細見

帳」に計上された益金は，必ずしも本家への上

納を意味しているわけではないのである。

たとえば嘉永４年の「小田原店勘定細見帳」

では５００両を「本家ヘ為登ニ成ル割合金也」と

し，そのうち１００両を「用意金ニのけ置ク」と

する。そして最後に「引〆金四百両也，此分人

数割ニスル」とある。同年の純資産，すなわち

過上は５０１両３分ト８匁８分９厘であり，為登

金は後述するように，文久２年までは過上のほ

ぼ全額をあてているので，この年の為登金の割

合は５００両とされた。そのようにして５００両を計

上しているものの，そこから１００両を用意金の

５８ 例外は，文久２年だが「本家勘定目録控」の「徳用
物覚」で３６０両が「�賣出し」とされ，内６０両が「用
意のけ給金帳へ入」で，引〆３００両が「四人給金帳へ
入」とされている。

表１０．為登金

会計年 為登金 為登率 主法金 主法率
両．分．朱 ％ 両．分．朱 ％

天保６年
天保７年 ５０．０．０ ４２．０
天保８年 ３００．０．０ ９６．８
天保９年 ４００．０．０ ７９．５
天保１０年 ７２．０．０ ９９．７
天保１１年 ２３．３．０ ９９．４
天保１２年 １７．２．０ ９８．９
天保１３年 ８．１．０ ２９．１
天保１４年 ３０．０．０ ５１．０
弘化元年 ６０．０．０ ９９．８
弘化２年 ３００．０．０ ８５．２
弘化３年 １４０．０．０ ９７．２
弘化４年 ２５０．０．０ ９７．４
嘉永元年
嘉永２年
嘉永３年
嘉永４年 ５００．０．０ ９９．６
嘉永５年
嘉永６年 １１６．１．０ ９９．５
安政元年
安政２年
安政３年 ２４３．０．０ ９９．９
安政４年 ３５０．０．０ ９７．９
安政５年
安政６年
万延元年
文久元年
文久２年 １１０．０．０ ９５．８
文久３年
元治元年
慶応元年
慶応２年 ４３５．０．０ ７４．９ １４５．０．０ ２４．９
慶応３年１，１７９．０．０ ７５．０ ３９２．０．０ ２４．９
明治元年 ７８０．０．０ ７４．５ ２６０．０．０ ２４．８
明治２年 ７６３．２．０ ７４．９ ２５４．２．０ ２４．９
明治３年１，１８４．０．０ ７４．９ ３９４．３．０ ２４．９
明治４年 ６８９．０．０ ７４．９ ２１９．３．０ ２３．８
明治５年
（出所）「小田原店勘定細見帳」（近江日野商人館所蔵）。
（註） 為登率＝（為登金／純資産）％

主法率＝（主法金／純資産）％
��は帳簿がないことを示す。空白は原史料に数
値の記載がないことを示す。
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ため差し引いて，残る４００両を人数で割るとい

うのだから，上納金としての為登金は実質的に

は残らないことになる５９。

文久２年までは，純資産のほぼ全額を為登金

として算出していたが，慶応２年以降は７５％と

なっている。残る２５％は主法金にあてられてい

る。文久２年までとそれ以降とで，為登金の比

率に変化が見られるのは，文久２年に行われた

山中家の家政改革のなかで，奉公人に対する報

奨金の支給に関する主法制度が確立したためと

いえる。たとえば，慶応２年には１４５両が「主

法分本店へ預け」，慶応３年には３９２両が「主法

分本店江預け」，慶応４年には２６０両が「主法ニ

除分」とあり，これらは純資産の２５％に相当す

る。すなわち，文久期の家政改革以降，益金の

７５％を為登金，２５％を主法金として計上するよ

うになった。

慶応２年に打撃を受けた酒造高は，明治４年

以降４００石台に回復し，明治５年もほぼ同じ石

高を維持するが，その明治５年の「小田原店勘

定細見帳」では純資産がマイナス１，０２０両余，

営業利益はマイナス１，８８４両余と，決定的な崩

壊を見せる。したがってこの年は当然ながら，

為登金および主法金を計上することはできな

い。このことは，主法制度の実施を記述した文

久２年９月「 改格主法変革堅固手段控６０」か

らも確認できる。同史料は各店舗の為登金およ

び主法金を年ごとに記した帳簿である。そのう

ち「壬申年主法被下分」（明治５年）の小田原

店についての記述をみると，「 無皆」とさ

れ，為登金および主法金は共に計上されていな

い。またその前に，「 店申八月金千両也不足

勘定ニ付，主法残金之内�弐分五厘分損分助合

致遣ス」とあり，明治５年の純資産をマイナス

１，０００両としたうえで，その２５％分は主法繰越

合計金額から補填されたことがわかる６１。この

明治５年上期で小田原店および御殿場酒店の

「勘定細見帳」は途絶え，本店，伊豆店，沼津

店の勘定帳も明治５年作成分で一旦途切れる。

再び史料が確認できるのは，本店，出店共に明

治９年２月作成分からであり，且つ，金額記載

は両表記から円表記に移る。純資産，営業利益

共に，大幅なマイナス値を計上する明治５年を

もって，近世的経営の終点を迎えるのである。

６．おわりに

山中兵右衛門家の決算帳簿である各店舗の

「勘定細見帳」に記載された取扱い品から，出

店の経営実態を解明する試みは従来の研究にな

かったが，本稿では小田原店に焦点を絞り込

み，天保期から明治初期における「小田原店勘

定細見帳」を検討した。その結果，以下の点が

明らかになった。「小田原店勘定細見帳」は複

式帳簿の形式をほぼとりつつ，中間決算と本決

算を行っている。また，酒だけでなく醤油の醸

造，販売を行い，酒や醤油の原料や，穀類など

を中心とする商品の仕入れと販売を行ってい

る。特に米は，酒造の原料調達および自家消費

用として購入するのみならず，米そのものを大

量に販売していることがわかった。すなわち，

小田原店は製造業と商業の両業に従事している

ことが鮮明になった。弘化から安政期は安定し

た酒造量を保っていたが，幕末，特に慶応２年

５９ なお，『株式会社山中兵右衛門商店２６０年史』（１９８０），２１
頁では，小田原店の利益配分について「この店は実
質上御殿場本店重役の事業で後々まで永くその利益
を別勘定とし，分合によつて一部を店員の私徳とし
ていたが，２代目安太郎のとき他店と共通勘定に改
めた」と述べられている。

６０ 近江日野商人館所蔵。

６１ 青柳周一は明治５年の小田原店の事例の他に，本店
や伊豆店が損銀を出した場合，その弁銀支出が主法
金から支出されていることを例に「主法制度の実施
の過程では多額の繰越金が発生しているが，ここか
ら各店の損金高の２割５分について弁銀を支出する
という方法による本店・出店の損失補填も行われ
た」と指摘している（青柳周一（２００６b），１１７頁）。
なお，文化１０年から文政１１年において 店や�店で
損金が出た場合は，本家が弁銀を支出していた（賀
川隆行（２００５），第１０表「山中家日野本家の費用（主
要項目）」），４２頁。
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には米価高騰をうけて激減する。資金面に関し

ては，元手金は本店から融資されているが，株

金の融資は受けていない。よって酒造株は本店

の所有であることが推測できる。利息は本家に

納められているが，為登金は他店舗，特に御殿

場酒店と異なり，少なくとも嘉永期までは本家

に上納されていない。これらのことから，本店

の「附店」としての小田原店の位置づけが明ら

かになった。

本稿では以上の点を明らかにしたが，小田原

店の「勘定細見帳」が中間決算，本決算の年二

回決算を行うことで，経営の実際にどのような

機能や効果をもたらしているのか，という点に

まで踏み込むことはできなかった。また，山中

家の発展，拡大には，御用商人としての側面の

あったことが推察されるが，小田原藩に対し，

具体的にどのような資金や物資の提供がなされ

ていたのか，小田原店が果たした役割がどの程

度のものであったかなど，解明するには至らな

かった。出店経営の全貌を解明するという点で

は，残りの出店についても本稿と同様の分析が

必要となる。その上で，本家，本店，出店の間

の原料，商品，醸造品や元手金，株金，利息，

益金などの資金をめぐる総合的な流れについて

分析し，山中家全体の経営の内実を明らかにす

ることが今後の課題となる。
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Business Activities of Omi−Hino Merchant,
Yamanaka Hyouemon Family, 1833−1872:

The Case of Odawara Branch

Atsuko Suzuki

Yamanaka Hyouemon family who was one of Omi−Hino Merchants established five branches in

Gotenba area located at the foot of Mt. Fuji in Edo period. Focusing on the bookkeeping of Odawara

branch, this paper examines the business activities of Yamanaka family.

1) The financial statements of Odawara branch were prepared twice in a year ; the half year results

and the full year results. They were based upon a double entry bookkeeping system.

2) Analyzing of the profit and loss statements, this paper points out the aspects of production,

purchase and sale.

－ The main business of Odawara branch was not only to brew sake and soy sauce, but also to sell

rice.

－ High productivity of sake was stable between 1844−1859. However, it deteriorated in the end of

Edo period because of the jump in rice price.

3) Focusing on the balance sheet, the relationship among Hino head office, Gotenba main branch and

Odawara branch is clarified.

－ Hino head office loaned the start up capital to Odawara branch.

－ Hino head office earned the interest from Odawara branch.

－ Odawara branch paid the profit of current term to Gotenba main branch.
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